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4.最終報告

盲学校の専門性に立脚した

視覚障害教育支援センター設立のための研究

はじめに

特別支援教育における視覚障害教育の専門性

鳥山由子



はじめ

における 教 性

山由

研究の日的

我が患においては、 2003年に文部特学省がまとめた f今後の特別支援教青の在り方につい

て(最終報告)Jを皮切りに、 fヰ寺殊教育Jから f特別支援教育jへの転換が進んでいる o2005 

12月には中央教育審議会の最袈答申が出され、さらに、学校教育法の改定を経て、 2007

に移行することになっている。

の対象者泣 7~

s%とい されることになった。これによっ¥、

は、これまで によちな

さ )を、これまでの

に一本化する動きも進んでいる。という

ゆのような特 は、視覚障害教青の立場からは、メリット・ヂメ

リットの高富を J'T-" 0 

メワットとしては、 に対する支援の実現への

である。 しているカペ

門家による支援を受けていない。ま I~"\

する

る子どもの中には、調党に障害を

の子どもたちの多くは視力枚うをさえも受けてい

ない現状が為る(石川!富美・議出i羽子ユ002)0

覚障

に試イギリス

に比べると、

は非常に少ない。こ

されていないためである。

を把謹し、どこで教育を受けていても

を掲載している

である。

ワットとしては、特 の移行によって、

滅し、 じた教育を

にとっては、視覚結審への配j意こそ

のiやでも捺だって少数誌で忘るため、その障害の

ている視

のず己実によって、

られるようにすることが

であるが、

されず¥

知が指

けること、ひいては、視覚 ることカ宝JL品己さ~'lている。
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そこで、本研究においては、視覚障害教育支援センターの機能を明らかにするために、以

下の 3研究を行うこととした。

研究 1:盲学校現場で構築された指導法を体系化し、視覚障害児の指導の専門性を明ら

かにする。

研究2:通常の小・中学校での教育をうけた育児のうち、進学時に盲学校を選択した盲

生徒(現在は成人)を対象に面接調査を行い、通常の学校における視覚障害児のニ}ズに関

する基礎資料を得る。

研究3:専門性の高い視覚障害教育支援センターを有する国を視察し、我が留の視覚障

害教育支援センターの業務内容を考えるための資料を得る。

研究の進め方と結果の概要

研究 1

附属盲学校の協力を得て、 特に、吉学校としての独自の展開がされている教科として、

数学、理科(物理、化学)、体育の授業を対象に、授業の流れ、生徒の活動をビデオにより記

録した。期間は 2004年10月から 2005年9月までとした。また、授業の記録に当たっては、

附属盲学校を通して生徒と保護者に説明し承諾を得た。

記録の分析の結果、教科の速いを超えて、次のような特色があることが明らかになった。

① 指導内容には盲学校独自の内容や修正がある。これらは、通常の方法では困難な内容に

ついて顕著である。

② 授業において、体験の拡充、技術の習得が意図的に行われている。これらには、視覚の

障害がなければ取り立てて指導する必要がないが、視覚障害のある生徒には、特に指導しな

ければならない内容が多い。

① 教材・教具に様々な工夫があり、主体的に学ぶ態度の育成が重視されている。

④ 事物に裏付けられた専門用語の獲得とその使用が重視されている。(教科教育における言

語の指導)

⑤ 視覚以外の感覚(生徒の感覚)と、視覚による現象を結ぶために教15nJが意識的に言語で

説明している。

⑤ 言語による説明の短所を補うために、教師の説明の仕方には特色がある(数式の読み上

げ、図表の説明など)。

⑦ 空間的な全体像、時間的な全体像(見通し)を持たせる 11寺間が確保されている。
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研究2

属 卒業生のうち、小学校時代に

その結果、通常の小学校における点字教材の準備や諦動員の配当などの学習環境の整信状

し、その

況は、詩集する地域によって速いが大きかった O また、視覚障害児の特性をふまえた指導に

関する担任教員や補助員の専門性は、 1例をi絵急、非常に恐かった。そのため、

など、商児には不可能な課題を培摂児と同じように課されていた者が多かった。

5入の対象者とも、通常の学校での支援として最も必要なもの辻、視覚i謀議児の特質を理

解し、必要十分な支援をすることができる専門家の関わちであると

研究3

2003年 10月と 2004年3月の 21盟、それぞれ約2適時イギリスを

さまざまな形態を見てまわった。

し、 障害教育の

イギリスを対象にし

と、①盲学校教育におい

育

も
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ること、①我が国の

ある。

イギリスにおいては、多く

による手車い支援があること、また、

コーヂイネ…ター

も進んでいる国の一つであるこ

ごと進学校であるウ…スター盲

1)スが参考にさ

でいるものの、

のキーパ

一ソンは、

として

?こ、

ではなく、

れた QTVI(the Impaired)であることを知ったむ ま

the Blind， 以下 RNIB)詩人National Institute 

について、「通常学校における支援の行き患いた教育Jを

のニーズに対抗した事業を展開していることを知った。

としながらも、

のように、研究 1 3の結果に るキーワード

であった。

1では、教科の指導の専門

の特質に関わる専門性であること

の指導内容に関わる専門性と の長導

いては、

教科の一連いを

の

まれていた。

て強調された。

を踏まえ、

3 

で、きる

したイギリス ン で最も フ Yここと辻、

o) 
;) 



「ステイトメントJ にくちべて群を抜いて高く、 門家の

られていること、 支援のキ…パ}ソンは、 コー

ィネータ…)ではなく、

今後の、

どこ を

とが必要で、ある。
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であることだっ~。

においても、視覚障害教育の専

ていても、専門家による文慌が行き

る

26，231〆240

を継承・ さ
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研究1

盲学校教育によって蓄積された

教科の指導の専門性に関する実践的研究

鳥山由子

石崎喜j台

高村明良

浜田志津子

原田清生



視覚障害児に対する教科 配議事項

鳥山由子

教科指導における一般的な配慮、事項

視覚障害教育における教科の専|ヨ'J'1主にはこつの側面がある。一つは、教科の指導内容に関

わる専f'引生であり、もう一つは、視覚i産害に起因するml難さの理解と配慮に関する専門性で、
ある。

視覚障害児童生徒(以下、視覚障害児)の教科指導は通常の小・!こ|コ・高等学校に準じて行

われるが、一般の教科書は大勢の子どもを一斉に指導することを前提に視覚中心の展開にな

っており、視覚障害児にとっては困難な内容も含まれている。しかし、小・中、高等学校の

学習指導要領の各教科の「目標」に即して指導内容の本質を踏まえて題材や授業展開を工夫

することで、その目標を達成することは可能である。そのための適切な教材選択は教師の役

割であり、教材を精選し、視覚にたよらずに指導できる実力こそが、視覚障害児に対する教

科指導の専門性の根幹をなすものである。

また、視覚が使えないため、空間の全体像の把握と動作の獲得には時聞がかかり、特に、

初めてのことを遂行するためには時間が必要である。この特性を考慮すれば、新しい内容を

次々に学習させるのではなく、核になる内容に時間をかけ、応用力を養うことが大切である。

授業展開においては、できるだけ体験を通して、自分の感覚でイメージをつかむことが基

本になる。視覚障害児は日常的に体験が制限されることが多いだけに、自力で遂行する喜ぴ

は大きく、体験は応用可能な技術の獲得につながる。また、体験を通して空間の全体像、時

間的な全体の流れを理解させることによって、見通しを持った主体的な行動が可能になる。

また、板書にたよらず、奇声が主になる授業においては、刻一刻流れて消えていく音声の

特色を教師が理解し、見通しを与え、構造が理解できる話し方が必要になる。これらについ

ては、以下に具体例に基づき解説する。

教科指導の実際

( 1 )体験を通して学習するための教材の工夫

視覚障害児の学習は、体験を通してイメージを獲得し、そのイメージを言語化し、友達や

教f:DJとのコミュニケーションによって理解を深め、知識として定着させるという一連のプロ

セスを踏むと考えられる。

祝覚障害児は一般に体!投が不足しているので、体験をとおして実際の事物にもとづくイメ

ージを獲得する機会を大切にしたい。そのためには、視覚にたよらずに自分の手で硲認でき

るよう、教材を工夫する必要がある。

-5-



たとえば、小学校の瑚科の「熱の伝わり方iに関して、教科書には"r鉄の棒にロウを塗り、
スタンドに閲定して棒の一端を熱し、ロウの溶け方を観察するJという実験がある。ロウの

溶け方を日で観察することができない盲児には、この実!挨方法は困難である。しかし、「熱で

ロウが溶ける様子を見るj方法ではなく、鉄の棒に指先で触れ、その部分が熱くなったら熱

している場所から少しずつ遠くに手をずらしていく方法に実験を修正すれば、視覚に頼らな

くても、熱が物質(鉄の棒)を伝わっていく様子を体験することができるので、点字教科書

にはそのように修正された実験方法が記されている。熱(視度)を感じることは、本来、触

覚の役割であるから、この実験の場合、鉄の温まり方を視覚で知るより直接手で触れて触覚

で知るほうが、むしろ自然であるとも蓄えるだろう。

視覚障害児にとって扱いにくい教材を修正・変更する方法には、いくつかの類型がある。

以下に、いくつかの例を示す。

①対象の拡大

たとえば、植物の芽生えの観察には、穂子も芽も大きくて堅牢なアサガオを使うとよい。

花の構造を理解するためには、大きくできわりやすいユリやチューリップを使うとよい。メ

ダカの卵は小さすぎて鮮化する様子は触覚ではわからないので、ウシガエル(食用ガエル)

の卵がオタマジャクシに育つ様子を観察するとよい。

②場所や範囲の限定

たとえば、花壇の花苗と雑草を見分けることは困難で、あるが、畝を作り、花苗を畝の高い

ところに植えれば、植物が生えている場所で区別できる。また、さまざまな作業をするとき

に必要な道具を箱に入れて決まった場所に置けば、道具を探す範囲を限定することができる。

③ガイドラインの設定

物を動かすときに、それに沿って動かすためのラインや、触れてわかる目盛りをつける。

机の端や、紙の縁をガイドラインにして動かすこともできる。

( 2 ) 同じ目標を踏まえた盲学校独自の授業展開

教材・教具の工夫にとどまらない盲学校独自の授業展開も有効である。たとえば、筑波大

学附属盲学校で、は、中学部 1年生の理科第二分野の授業として、 1年生の前半(週 21時間で

4 月 ~9 月)には木の葉の観察を、後半は動物の骨格標本の観察を中心にじている。これは、

約 30年ほど前から修正を加えながら今日まで継続しているものである。通常、中学校の第二

分野の教科書は、顕微鏡を用いた観察から始まっている。顕微鏡による観察は視覚障害児に

は困難である。しかし、この観察学習の自擦が、顕微鏡下のミクロな生物を過して「生物界

の多様性の理解」をすることと考えれば、盲学校では、一般には絵や写真で済まされている

マクロな生物を実物に即して観察することで「生物界の多様性の理解Jを促すことは可能で

ある。その上で、顕微鏡を使わなければ見ることのできないミクロな生物については、「凸図

や模型で知識として押さえる」と言う発想が成り立つ。このように、学習目標を大きく捉え

ることによって、ユニークな授業展開が可能になるわけである。
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( 3 )触覚による全体保の把握

規覚のi壕害は空間の全体畿の把握のj羽難につながる。手を動かして手に触れる物は詑知で、

きるが、すぐ近くにあっても手に鼓れない限り辻、存在すら碍かめちれない。ま/い

に殻れることが出来る面積は限られているので、大きな物を触覚で認知するためには、

を動かしながら、継i時的に指先に入ってくる靖幸Rを践の中でつなげて…つのイメージ

り上げる必要がある。このような触覚による認知の仕方は、系統的な指導計自に基づく

る。

能動的 である。 を

!珂き

を使ってまんべんなく全体を触ったり、基準点からの

なる。

、0)

つなげること

によるフィードノてックによって、

きる。ただし、担覚障害児が指先からの

を確実なイメージに

的なj警報をつなげて全体橡を

中しているので、話しかけないほうがよい。やがて

ックすること

である。このフィードバックがないと、議英会経験の積み上げは難しい。

触覚による探索は時間がかかるので、教牲を溝選して…つの物をじっくり触わる時開を保

ることが大拐である。たとえ誌、持物館などで、伺器類かの蝕われる展示物があるとき、

そのすべてを短時間ずつ観察しても、観察のポイントをつかむことができない。一つの物

簡をかけてじっくり観察し、イメージを描き、そのイメージを

により、観察のポイントをつかむことができるのである。そして、そのような活動の後には、

そのイメ…ジとの比較によって、類似の物を比較的短時間で理解することができるのである Q

ついても伺械な配患が必要であ ω。

は視覚にくちベて、教科書のページを繰ったり、該当簡所を探すのに時間がかかる。

)の点辻一度に全体を見渡すことがi割難な弱視児の場合も間轄である。わかりやすい手がか

りを示しながら探す時間を保錯し、体験を積み上げる中で自分で有効な平がかぢを見つける

ようにするとよい。

るときに詰視覚

ある。そこで、教材はできるだけ一人ひとりに行きわたるように

弓二必要なf寺ち時間を作らないようにしなければならない。

し、 ヰコ;こ

(4 )時間的な全体像

なわち、

るようにすること州、

られる。

な学習のた

していることを見渡すことができないこともあ号、

? 

とにも酒類tさがある。そこで、 H引習の

荷をしているのかを意識して行動でき

である。 具体的には、次の掠な



作業を始める前に、全体を把握する時期を保障ナる

φできるだけ、最初から最後まで通して体験出来るようにする

③分担作業の場合は、分担箇所を1~えて体験させ、全f本が把握出来るようにする

@他の入の動きや全体の進み方を説明するとともに、動作を開始するときには dあ、

絡めてくださいjの合閣をする。

なお、弱視活の場合も、大きな物 は きないので、

のように、

を活し

f象を把謹する必要がある。:ま での きiヨるときに;土、

人がどこで何をしているのか把握出来ないことが多いので、 に対しても盲児の と

る。

( 5) 重要性と、 によ での

り

;土、

なる。また、事物

によって、 とのコミュニケーション或

で〉」
〉

)

吋
/
〔
》す

間
以
…

v
r
'
f
a
L

ノ

4
4
w

菱

つ
!

"

 

を

が

るた

す

し

対

イメ-

i村

である。に即し を

においては、音声は授業の中心である。弱視児の

ることはあるが、造営の学校のように、学習のまと

ることは誌とんどない。したがって、視覚障害教育で辻、授業

進められる。

ナ
ピ

にって

は、 ら治えていくもの り、最後までかなけれ

?ない。 で、 な内容をきお;らさないように開き は集i宇力 される。

で¥話し苧(教師)は、次のことがらに注意する必要がある。

(①初めに話の全体像がわかるように見通しを与える

構造がわかりやすい論理的な説明をする

クラス全員がイメージを共有するために、

現のきまり(読み方のきまり)を明諸にする

④文字に関する清報(どのような漢字を使うか、どのような

されたことば(専門用語)の使Jtlや

書くか)を説明する

えてみよう。教

上げる片端から記録する

のではなく、次のように

j語くように」と指示し

を読み上げる場面に即し

るためには、

である。ま

る。このときは

るo q寺にう子委文については、 どこま

も

ときも、生徒にはまだ記録させない。 13はノ

で区切り、かたまりごとにゆっくち

1 13は、 をしないで

さが1っかればよい。 2

i立1 は数式の構造を

のかたまち

る。

のひとかたまりを読み上げたら、

あげる o 4出自は、 を通しである を せると同

8 



きていることを確認する。こ な すれ なく

ても数式を しく き ること きる。

門用語 さ をi到る。グラフのX4!由、 Y弓料、

、々 F'J 使い のイメ ジが描けるように る。

文字に関する を え、 を る にも きて舘

る。

にとっても弱視見にとっても、速く正時にノートをとること、自分が書いたノ…トを

ことは負担が大きいことで為る。そのため、特もかもとやあえずノートに書き写して

くという授業態度ではなく、顕の中で処理できることとノートに書くべきことを整理し、

必要なことだけを、①Jl1~概してから、@心を込めて正しく了寧に書くように

ある。

おいて

が見ているでていねい

ることが必要なのである。

こ号、書き 11司速いが原器

けを書冬、

(パーツの組み合わせ)、

る。 を少なくし、ていねい

を

。
、ハノ

ち

か

ま

ま

蓄

し

に

て

て

ていねい

では、教科書の例胞などでは、①から

、左鵠に惑いた式(①③⑤)だけを

!ãj~ の

る。

までの

(②③)はノートに

く ない式)

① 2X-4X=5… l 

( 2X) -:-( 2)ニ-:- (-2) 

① 2X+lコ 4X+5

-2X 立に 4 

る

き、どの式を省UIきするかは、 iまじめのうち

やがて、生徒が自分で判断できるようになることが望ましい。このように、

さを克服する学官方法を身につけさせることも視覚障害教育に

うべき役語である。
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おける 嘩 (J)、 考える

高村明良

a
g
 

-
-
Z
2
 

2
a
z
v
 
にくいことを し 段

門
川
帆

d

J
ぺ，で本
育

羽
い
円
強
判

内容によっては、

る」ということを機会

状態で数学を学び、

していま

お年以上数学を教えてきた

を理解でき会いことは一つも

るのでなくて、他の手段を考える

尾関氏は、本人も視力を失った

し'0

るたく芯んの を教えてきた長い

尾関氏の

い人とまった

らこのような経f言を得ることになったのではごといかと思いま

内容試すべて理解できるjという主張辻、 l視覚に

く;司じように何でもできるjということではありませんo1視覚に るときに 、i態害

のない人たちと向じ方法ではなくて、見えない・見えにくいことを考産した手段を使うこと

で、 i可じ内容を理解することが可能となるjということです。ここでは、この{手段の違いJ

という

しよう。

から ける ということについて考え キ
4
日

における算数段数学教青の専門性

う「視覚に たちには、 合わせた適切な手段を

んで教えれば算数・数字の内容はすべて理解できる」という言葉は、どのようなことを

しているのでしょうか。組の:1受さや箱の縦・棋などを割るために指先で触れて目盛ち

み取れるように作られている物差しを使うこと、基本な思形を描いて理解するために

ルペジで描いた蕗が触れてわかるようになるレーズライターを競うこと、グラフを指導する

出J畿で点を取っていく代わりにグラブ)援にピンを刺していくことな

に頼っている部分を触って理解できるように震き換えることが;茎関氏の苦う手段の違いなの

でしょうか。このよう ζ手段ということを突き詰めて考えていこうとすると、その

現できる日的をはっきりさせる必裂に追られます。 Jニの倒では、視覚に障害のある人が目盛

ちを読み取れるように作られた物差しを使うことで指分の力で紛の長さ・箱の辺の長さを測

ること、レーズライターを強うことでボールペンで描いた思形を触れて碍誌できること、

ラフj坂を使うことで一つ一つの点を手で雑誌、しなカヲら点を取っていくことなどが可能になり

ます。このようなことができるようになると算数・数学のどのような内容が理解できること

になるのかはっきりさせておく必要があります。

10 



このように考えを進めて来ると、視覚に障害のある兎童生徒に算数ー数学の内容を教え

考えるためには、最初に教λ る内定予を明石在にしてその目的を達成する方法を考えてい

くということになるでしょう。すなわち、算数の00を盟解するためには紐の長さを自分の

力で測れる技術が必要でみる、図形の00を理解するために辻車分で図形を謡き、

認することが必要である、グラフの00を理解するためには方銀紙上に取った複数個の点を

に確認できる必、安があるなどを整理しておかなければなりません。つまり、教えるため

の手段を考えていくためには、教える内絡を明縫にして、児業生徒がその内容を理解してい

く を考えていかまけ

算数@

けないということです。

声以電:>.1>.J
f 自 して昆

は主}]等・中等・高等教育の算数・数学の の思考過程をどのように

とらえることができるのでしょうか。算数ー数学を

どのような考え方・ものの見方を身に付けていくと

で、どのような をJきに付け、

ここで、これ

ら一つ一つについて詳しく述べることは今回の趣旨でiまありませんので、「富学校の算数・数

門性jを考える上で必要と思われることについて簡単に殻れておきたいと患いま

す。算数・数学の内容の理解・考え方・ものの見方などの発達は、 fイメ

の 3}去を事告として進んでいくと考えられます。この考え方は、私が数学を学び、数学を教え

ている中で意識し始めたものですが、 2年ほど前にある大学の先生が数学の考え方の鱗j賓の

中でも開じようなことに触れられてお号、意を強くしたものです。これについて、少

的な例で考えてみましょう。小学校の l年生では、ものを数えることかち始めて、足し

引き算を学びます。最初は、ある範閤(例えば丹の中など)に書かれているものを数えるこ

とから始めます。足し算は、離れているところにある閉じものを一緒のところ ζ集めてその

数を数えることから学んでいきます。引き算は、ひとまとまりになっているものをこっ

けること i司じことですがひとまとまちになっているものからいくつかを取り去った残ち

を は数を数える対象となるものとして、みかんやわん

あったり、足したちきiいたりするものとして鳩や雀の絵であったりしますG いろい

ろな場部を想定していろいろな問題を考えていく間に、合わせたち取りまったちする

象としているものが荷であるかが問題で辻なくなってきます。そして、足し算は合わせる

と、引き算は分けること(取り去ること)というイメ…ジだけが強調されて残るようになり

ます。このj業主主としたイメージを正確に表現する方法の一つが3十之江 5のような

式といいましたが 3と2を合わせること(特に荷を合わせるか詰問題ではありません)のイ

メージを正確に表現するための書問ということができます。また、逆に式の形で表現された

ものの意味を理解するときにもこの漠黙としたイメージが助けとなっているのです。;漠熱と

したイメージは、全体の構造を理解するのに役立っています。話器というべき式は、イメー

ジのお11部までを正確に表現することとそのイメ…ジを形を変えて能の人と共有すること

っています。あることがちのイメージによる理解と哲誌による理解とが樹立に影響し合つ
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て可新しい知識として身に付いていきます Q この知識が身に付くと算数・数学の次の段階の

学習へ進むための道具として使うことができるようになります。そのためには、たくさんの

練習問題を解いて身に付けなければいけない技術や知識もありますが、イメージ、言語、道

具の三つがお互いに影響し合って次の段階へ進むことが可能になります。また、初年級にお

いては、イメージや言語とは少し離れたところで、将来の学習の大切な道具となる基本技術

を身に付ける必要が求められています。式で表現された内容をいち早く浬解するための計算

カや基本的な図形の作図などは、このような道具として考えられる技術です。しかし、これ

ら三つの軸となるイメージ、言語、道具がお互いに影響し合って進んでいく過程は、意識的

に指導しなければ誰もが通ることはできないようです。特に初年級では、道具として考えら

れる計算技術だけを育てたり紙の上で式を変形する力だけを育てたりすることができます。

最近は、 1000-200の計算ができても 1200河の買い物をして、 1000円出したときのおつり」

の計算ができなかったり、 150x 0.3の計算ができても 1150グラムの 30パーセントは、何グ

ラムか」の計算がわからない子どもが増えてきているようです。これは、算数・数学の理解

を支える三つのQi!Uの一部である道具となる技術だけを強調して指導している結果ではないか

と考えられます。もちろん、時によっては技術を身に付けさせることで算数・数学の理解が

進むこともありますがそのような時には指導者三の見通しがとても重要です。

このように数学の理解・考え方・ものの見方は、イメージ、言語、道具を三つのQiliJとして、

お互いに影響を及ぼし合いながら段階的に進んでいくという立場で、この三つのことがらに

ついてもう少し考えを進めてみましょう。イメージは、一人一人がどのようなものを持って

いるかを正維に見ることが難しいものです。多くの人が似たようなイメージを持っているか

もしれませんが、問じことがらに対しでもまったく異なるイメージを持っているかもしれま

せん。もちろん初年級の段階では、指導法の研究もたくさんあり、指導者によってイメージ

も似たようなものになることが多いでしょう。でも、大学レベルの数学では、人によってま

ったく異なるイメージを持っていることもあるでしょう。言語についてはどうでしょうか。

という以上は、理解していることを正確に表現すること、他の人と知識を共有すること

ができるものでなければなりません。ここでは、式であったり平面上に表現される図形やグ

ラフであったり空間的に作られた模型のようなものであったりします。道具はというと、計

算力であったり式を変形していく力であったり基本的な図やグラフを作図する力であったり

します。もちろん、小学生で学ぶ算数の内容は、中学生で、数学を学ぶH寺の道具となります。

視覚…
円ム時

二b
cコ B

ん

それでは、視覚に障害のある児童生徒たちにとっては、算数・数学の学習を進めていく過

程でこの三つのことがら、イメージ、 道具はどのように考えられるのでしょうか。視
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人は 8害i

きな品い

ない児窓生徒との間

を視覚かち

ると考えられま

るのでしょうか。イメ日ジの獲樽について辻、

ら見ると、視覚に障害のあることで大

これは、 '1警報を ら得て作るイメージと蝕察を遣して

るイメージの違いといえるでしょう。このことについては、今ここ

しますが最も大きな違いの一つです。言語についてはどうでしょうか。 のものには違

いはあちませんO ただその

や黒板に警くことを中心;ごして

る点字に対して

えたことを表現し、

を

す。 ;ま!主分の考えを

の中ではその役割を

に多くの入に

る になちます。

のある

いが出てきます。視覚にj境警の

(この場合の文字 ある

。ノートにこの

人に伝えています。これで十分言語としての役割

の場合辻、墨字の代わちとなる点字がありま

なものの一つで、現在の富学校の算数・

に果たしていますが、直接触れなければわからない

としては不十分です。これを補うために によ

見て

で正確に げることは合ないのですが、 ある にとってはこ

ものになります。三つ自の道具についてはどうでしょうか。普通計算力というと顕に

ぶのが筆算でしょう。残念ながら視覚に聾害のある人にとって、筆算の代わちとなるイ更

な計算手段辻為りませんO 現在富学校では、筆算の代わりとして珠算を中心に教えていま

すが、暗算の力も紫読することはできません。さらに、視覚に障害のある先輩生徒に翠ま

る道具としての力に

の盲学校小学部 l年算数の教科書の第 1巻に、この力を背てるために入門期の指導として

たど乃の l静が設けられていることからもわかると思います。このような教材を利用 Lて

触察の力を育てることが算数・数学の学習を進めていくための道具となります。記11実力につ

いて辻あまり触れられることがないようです。しかし、視覚に障害がある場合、

の翠習を進あていく絡に

現方法が点字だけでなく、

は重要な力のーっとなちます。それは、

による表現が重要で、あることからも明ら

としての式の表

げられた式は、黒板に書か

れば必要に応じて黒板に脅かれた式を

る場合、

ところから消えていきます。見えてい

でも見ながら考えることができますが、視覚に

さなければ次""進むことは不可能になります。鍔

えば、紙と鉛畿を使って、長い式を変形していくことを想稜してみてください。翠字では、

イコールを行頭にそろえて書きながら式を変形していくことになるでしょう。 1行自は、

などか与書きすことから始めますが、 2 行 l~ 3行自と進むにつれてす

し?と結果を書いていくことになちます。このよう

を

を、点

て実現することはそれほど易しいことではあちません。頭の中で計算した結果7を、

くこと、書いているところから手を離して少し前に書いた点字を手で読む

と、それをもとに次を考えて誌の読きに書いていくことを続げることはけっこう

になります。このような操作を請うのが記憶力です。何行にもわたる長い式変形を、すべて



記憶するための記憶力は必要ありません。すぐ前に書いた 1行だけ記憶することができれば、

ずいぶん効率よくこの一連の作業を進めることが可能になります。墨字ーを使っている児童生

徒であっても、被端に視力が弱かったり視野が狭かったりする場合には伺じようなことがい

えます。すぐ上の行を確認しながら計算してその結果を書いていく一連の操作は、複数のと

ころを見ながら続けなければいけません。この操作を少しでも楽に進めるためにはやはり記

憶力を活用することが必要になります。もちろん、このような計算過程の一連の操作には、

計算ミスもつきものです。結論に達した時に間違いに気づいて、もう一度全体を見直さなけ

ればいけないことはよくおきることです。このような時にも、わずか I行でも記憶できれば

頭の中で I行上の内容を計算しながら、その結果を確認していくというような伺時に 2行見

ているのと向じ効果が実現できて効率よい見直しが可能になります。

障害教脊 数@数学

これまで、算数・数学の週111~t ・考え方・ものの見方の発達は、イメージ・言語・道具の三

つの軸を中心に進んでいくことを前提にして、これら三つの軸となる基本的なものの違いを

見てきました。この観点から見ると、算数・数学の学習を進めていく過程で、視覚に障害が

あるかないかの違いは無視できないことのようです。特に、初年級においては、教える側が

配慮しなければならないことがいたるところに見られます。視覚に障害があるために基本的

なイメージを作っていく情報を取り入れる窓口が遠うこと、すなわち視覚ではなく触察が中

心であること、言語としての式や図形の表現方J去が文字や作図だけでなく言葉による表現が

大きな役割を占あていること、基本的な道具としての力に触察の力や記憶力を身に付ける必

要があることなどの違いがはっきり見えてきました。それでは、次に視覚に障害のある生徒

がこのような力をどのようにして身に付けていくか考えてみましょう。

察を通した理解

時々こんな話を聞きます。小学校低学年の子どものことです。 rv字型のような図形を触ら
せると、とがったところに触れるだけですぐに三角形と答えるのですが......J。このような子

どもたちにとって三角形のイメージはどのようになっているのでしょうか。また、どのよう

にしてそのイメージが作られてきたのでしょうか。少なくとも自分の持っているイメージを

三角形という言葉で表現することはできていると考えてよいでしょう。ただそれはイメージ

を表現しているだけで言語としての役割を果たしていません。視覚に障害のある子どもたち

にとって、基本的な図形のイメージを作る重要な情報の窓口の一つは触察になります。どの

ようなものに触れることでそれらのイメージを作ることができるのでしょうか。視覚に障害

のない子どもたちに対しては、いろいろな基本図形を描いて見せながら対応する名称を示す

ことで、視覚的なイメージを作りながら言認を対応させていくことになります。視覚に障害

のある児叢に対しても点図で、描いたいろいろな基本図形を触らせながら対応する名称を示す
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ことで同じようなイメージを作り、言語との対応ができるでしょうか。視覚的にものをとら

えることと、触察を通しでものを理解することの違いは、よく知られています。最も特徴的

な速いは、視覚は瞬時にものの全体をとらえることが容易で、次に詳細を見ていくと考えら

れています。これに対して触察によるもののとらえ方は、一度に指先で触れられる部分が非

常に限られた狭い範囲であるために手を動かすことによって手に触れている部分的な情報を

頭の中で組み合わせることで全体を理解するといわれています。しかし、このように頭のヰi

ですでに触れた部分と現在触れている部分を組み合わせて~つのものを作り上げていく触祭

の方法はかなり高度なものです。したがって、このような触察の方法で、初年級の子どもた

ちに基本図形のイメージを作り上げるために必要な力が育っていると考えることは難しいこ

とです。基本的な図形のイメージは、一度:に形の全体的な特徴をとらえることから作られて

いくと考えられます。高度な触察の力が十分に育っていなくても、触察でもそのような方法

が可能です。両手の中に入る程度の大きさの立体であれば視覚と同じ程度に、 11寺によっては

視覚以上に正確に全体の特徴をとらえることができるからです。両手の中に入る 1センチ程

度の厚みのあるいろいろな三角形の板を触らせることで、「三角形は、とがったところが三ヵ

所ある形」というイメージを作ることは可能です。両手の中で触るといっても、一度に図形

の全体に触ることはできません。それでも一つのものとして感じることができます。この段

階では、辺がわずかに湾曲していたり、辺の一部がわずかに削れていたりしていることに気

づかないとしても問題ではありません。三つのとがった角があることが強調されてさえいれ

ば、最初の目的は達成されたことになるはずです。そして次の段階として、立体の詳細を観

察する過程、すなわち、角から角までの辺の形などを観察する過程を経て、平聞に描かれた

点図を触察によって読み取る段階へと進んでいくことになります。

学習の基礎

とがった一つの角に触れただけで「三角形」と答えてしまう子どもたちの力はどこまで育

っているのでしょうか。いろいろな基本的な立体図形に触れたこともなく基本図形のイメー

ジさえも持てずに、とがったものは三角形と思っているのかもしれません。立体図形を触っ

た経験から三角形のイメージは正確に持っていても平面図形を触察によって理解する力が育

っていないために、触って感じたところから一番近いと思われるものの名称を答えているの

かもしれません。ここで、指導者の考え方や教材の選び方について話を広げるつもりはあり

ません。今、私たちが目を向けなければいけないことは、視覚に障害がある子どもたちに算

数の最初の内容を理解するのに必要とされる力がどの程度身に付いているかということです。

すなわち、算数の最初の学習段i培において、イメージを作り、言語を獲得するための道具が

どの程度身に付いているかということです。具体的に考えてみますと、視覚を通してものを

理解するという力は臼常生活の中で自然に発達する環境がありますが、手でものに触れてそ

れが何であるかを理解しようとする力を育てる環境はものすごく少ないのです。親子が一つ

のりんごを見て、「丸くて赤いもの」などと言葉を交わすことはよくあります。このような会

F
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話を通して、子どもたちの中に丸いとか赤いとかいうイメージが作られていくことは自然な

ことと考えられます。しかし、何かに触れるとなると事情はかなり異なります。二人で一緒

に向じものに触れて、その触れた感じについて会話をすることはほとんどありません。一緒

にりんご、に触って「つるつるしているね」などと話したことのある人はどれくらいいるでし

ょうか。それどころか、「熱いから触らないょっに」とか「触るととげが刺さるよ」など触れ

方を教える機会よりも危険を避ける方が先になることが多いはずです。サボテンがあると、

とげが刺さらないように気をつけることだけで、触り方を教える人はいないでしょう。つま

り、触察を通しでものを理解する力は、意識的に育てなければ、日常生活の中で自然に育っ

ていく環境はほとんどないといってもよいくらいです。基本図形である三角形のイメージを

作り、それが三角形という言語と結びつき、そしてこの言語を通して他の人とイメージを共

有することでそれが次の段階へ進む道具として使えるように導いていくためには、子どもた

ちが基本図形のイメージを作るための道具となる触察の力をどの程度身に付けているか、触

察して感じたことを表現する言語の力をどの程度、身に付けているかを見援めることからし

なければなりません。その上で、算数の内容を指導することだけでなく向時にその中に将来

大事な道具となる触察の力や記憶力、言葉での表現力を育てる指導を含めることが必要です。

教える内容の本質を押さえた指導

尾関氏の確信は、私たちに大きな力を与えてくれます。それは、教える内容の本質を押さ

えた上で、視覚以外の感覚器官を通しでものを理解していく特徴に合わせた適切な手段を選

ぶことで、その内容を教えることが可能であるということが保証されるからです。子どもた

ちが育っていく過程では、視覚に障害があるかないかはとても大きな違いです。触祭の力や

記憶力、ものを言葉で表現する力などは、 li良で見ることの代わりとなる力ではありませんO

祝党に障害のある児童生徒が持っている力を引き出すための基礎となる力です。そしてこれ

らの力は意識的に育てなければ育ちませんO これらの力を算数・数学の学習の中で育てるこ

とは、これから先の算数・数学の学習を続けていくことを可能にする力を育てることです。

私たちには、算数・数学の教える内容の本質を押さえた上で、触察や記憶・言葉による表現

などの特徴を正確に理解して、これらの力を育てながら子どもたちの発達段階に合わせた適

切な手段を選び、その本質を教えていくことが求められています。
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図 1.グラフの書き方・さわり方の指導

図L_教科書のグラフにシールを貼る

図3. シールのさわり方
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を伝わっていく」ことを学ぶことである。そのためには「さわってみればよい」と答えるの

が、むしろ常識的な反応であり、 「ロウを塗って溶け方をみる」というアイデイアは出にく

いのではないだろうか?

では、教科書は、なぜ¥棒にロウを塗って笑験しているかを考えると、そこには、通常の

小学校の教育現場の制限があることに気づく。 30人以上の子どもが5， 6グループに分か

れ、各グループが欽の棒をスタンドに固定して弱い炎で棒を熱し、順番に手でさわって熱の

伝わり方を確認するという過程を、クラス全員が安全に遂行することは至難の業である。そ

こで、教卓に一組の実験装置を用意して、教師が説明しながら、ロウの溶け方を一斉に観察

するという方法にしたのであろう。

熱を感じるのは、本来、触覚の役割であるから、直接さわることで熱の伝わり方を知ると

いう盲学校の実験方法がむしろ本質的である。それを、通常の学校では、大勢の子どもに指

導するために、本来触覚で知るべき「熱」を視覚に置き換えて実験しているわけである。通

常の学校の実験方法は、通常の学校の条件の中で考案されたベターな方法であって、ベスト

とは恨らない。盲学校で授業をするときに、教科書にとらわれ、ロウが溶けて行く様子をど

のようにして盲児に理解させようかと考えていると、 「さわってみればよい」という単純な

ことに気がつかないおそれがある。なお、弱視児の場合も、ロウの溶け方を目を近づけて見

ょうとすれば危険が伴うので、点字教科書のように、手でさわるほうが安全で碓実である。

( 2 )事例2

昨年度まで吉学校で使われていた小学部 3 年生の教科書ーには、栽培する~;造物として、ホウ

センカとヒャクニチソウが使われていた。しかし、ヒャクニチソウの程子は小さく、双葉の

観察も難しいことから、点字教科書ではアサガオを使うように修正した。このことについて、

「点字教科書と弱祝児の教科書の内容が違うと教えにくい」と言う意見を 15;目いたことがある。

しかし、ホウセン力、ヒャクニチソウ、アサガオを実際に育ててみれば、ヒャクニチソウは、

盲児にも弱視児にも観察が難しい教材であることがわかるはずである。 11司じ教科書:でない

と教えにくい」という意見は、実際に栽培してみた上で、の意見で、はなく、 『教科書を教えよ

うとする』とする教師の意見だと忠われる。

さて、小学校学習指導要領3年生の「迎科」において、生物分野の自襟は、 「植物と昆虫

の休を理解する。また、見虫の一部は植物を食べていることを迎解する」ことであり、植物

については、 「植物の体は、根、茎、葉からできていること」を理解することとされている。

また、内容の取り扱いとしては、これらのことを「飼育-栽培をとおして理解させるものと

する」こと、また、教材として取りあげる槌物については「夏生一年平を 2程類以上」と記

されている。すなわち、この学習においては、 「実際に植物を育てて学習しなければならな

いこと(栽培をせずに、教科書だけで学ばせるのは学習指導安領に反する)、その植物は、

表に郁子を蒔いて、秋に種子に戻るlTi本純物(1学年の学習で完結するもの)であれば何で

もよいことがわかる。つまり、ホウセンカ、ヒャクニチソウという教科書で取りあげた植物

は、 (その出版社の)教科書の作成において選ばれたものであって、それ以上の国出はない
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(アサガオを加えて 3種類育ててもかまわない)。むしろ、大切なのは、それらを実際に育

てながら学習することである。そのためには、盲鬼にも弱視児にも理解しやすい教材を選び、

~人ひとりに種子を蒔かせ、芽が出てくれば抜いて根の様子を調べ、葉のにおいをかぎ・

といった授業をすることになる。余談であるが、こどもたちが、植物をさわったり抜いたり

して調べるのであるから、その活動に耐えられるように多数の苗を育てておくのも教師の「見

通しをもった準備」である。

( 3 )事例 3 [盲学校独自の学習内容]

教材・教具の工夫にとどまらない盲学校独自の優れた授業展開もある。

筑波大学附属盲学校で、は、中学部 l年生の理科第二分野の授業として、 l年生の前半(週

2時間で4月-----9月)には木の葉の観察を中心に、後半は動物の骨格椋本の観察を中心にし

ている。これは、 30年ほどf:Jに、当時の生物の担当であった青柳昌宏先生が考案されたも

のを、修正を加えながら今日まで受け継いでいるものである。中学校の第二分野の教科書は、

顕微鏡観察から始まっており、そのままでは盲学校では不可能で、ある。しかし、学習指導要

領の示す目標には、 「顕微鏡」という言葉はない。この学習の目標は、ひとことで言えば、

生物界の多様性の理解で、ある。青柳先生の考えは、 「一般には絵や写真で済まされているマ

クロな生物を実物に即して観察し、形態の多様性と、形態と生態の関連を学ばせる。顕微鏡

でなければ見ることのできないミクロな生物については、 I~]図や模型で知識として押さえる

ことで、目標を達成できる」ということであった。このように、教育の目標を大きく捉える

ことによってユニークな授業展開が可能になったのである。その後、 30年間継続し、現在

も続いている附属吉学校の授業実践は、この考えの正しさを証明している。(この授業につ

いては、 ]ASEBでも再々取りあげられ、文部省編「観察と実験の指導」にも詳しく書か

れている。)

(4)事例4 [盲学校独自の学習内容]

「水の波」は、水遊びなどで体験はできるものの、詳細な観察を通しての波の性質の理解

は盲学校では「不可能」であった。刻々動いている波はさわっても形がわからないし、 17.K 

j皮笑験器jと称するものも祝覚的な教材だったからである。それを独自の展開で可能にした

のは、 1)付属盲学校の石11I奇先生で、ある。石111奇先生自身が、本誌のパックナンバーに書いている

ので、ここでは詳細については省略する。

なぜ、高校物理における水波の実験が可能になったのか。それは、石11)奇先生が、水波の学

習の ilヨ椋」にまで戻って考えたからだと思う。石111奇先生によれば、高校の物理において、

以下の 3点を迎解すれば、水波の基本を理解したことになるという。わかりやすい言葉で表

現すると、

① 波は、水(媒質)の移動ではなく、形(位相)が伝わるものである。

② 波はなにげなくすれちがう(波と波がぶつかっても、反射せずにすれちがう)。波と

波がすれ違うときには、重ね合わせにより波の高さが高くなる。
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③ 大きな波も、小さな波もi司じ述さで伝わる。(雨樋で、作った水路の両端から起こした

波は、その大きさにかかわらず必ず長さの中央ですれちがう。すれちがうときに水があふ

れるときは、必ず、真ん中で水があふれる。)

そして、このことを証明するために、長さ 1. 8 mの荷樋の河端をふさいで長い水路を作

り、水波の伝わり方を系統的に学習させている。この笑験を思いついてから完成させるまで

には何年もの授業実践とそれにもとづく改良があったという。しかし、このような実験方法

を可能にした最大の理由は、 「高校物理において、波を理解する自楳はなにかjというとこ

ろまで遡って考えたからであると思う。

被覚にたよらない教科指導(障害のま艶写と配慮、!こ関わる専門性)

視覚にたよらない教科の指導を可能にするためには、教科の程実質を問わず共通に必要な配

慮事項がある。ここでは、それを、「原則 1Jから「原則4Jとしてまとめる。

原則 1:基礎・基本に時間をかける。

①一般に、空間の全体像の把握と動作の獲得には、視覚が大きく関わって

いる。視覚障害児が初めてのことを遂行するには、どうしても H寺聞がかかる。

一方、練習効果は大きく、慣れたことであれば、!時間は短縮できる。

②新しい内容を次々に学習させるのではなく、教材の核になる内容にじっ

くり時間をかける。基礎・基本が理解できていれば応用力も高まる。

③ 「基礎・基本j、すなわち、その教材の核を見分けるのは教師の役割で

ある。したがって、教科指導の専門性の第一は、教師の教科教育の力量、

すなわち、核になる教材を選び抜く力である。

原則 2' r自分でやってみる」体験を通して学ぶ。

① 全体像の把握の必要性(自分でやらなければわからない)

② 「自分でやれた」ことの喜びと感動

③ 技術の向上と応用の可能性

④ 自分の経験からしかニーズを自覚できない

原則3 r自分でやってみる」ために必要なこと

①能動的な態度の育成

触覚による観察は、「自分の手を動かして情報を得る」ことによって

成り立つ。弱視の場合も、「近づいて、見ょうと忠ってじっと見る」

ことで、見えてくる。したがって、能動的な態度が不可欠である。

安心して、やってみる雰囲気、受け入れてもらえる雰油気が大切。
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遂行に必要な技需の習得

られた技術の官得計罰

した技術を基礎に、薪しい技術を

らえていることに、

必要な教材・

。

を える。

、実物を補足するものとしての模型・図の役割

な教材と

のi盟主主・支持、動作

る教具 (1惑光器、

-思表(ビジュアル・イメージの

(レ…ズライタ一、グラフ盤、イ|哲人用ホワイト

時間を保障する

-時間

-空間

に動作・

器所を探す時間

-作業量の制i浪(教材の結選・少な

めの孝文材

ドなど)

てみる)

してから始める)

能率良く

・一つの対袋物に時間をかけ、イメージを作る。

つのものをじっくりみればポイントがわかり、 );[S)召が効く。

も少しずつで辻ポイントをつかむことすらできない。)

・授業中の待ち時間をなくす(できるだけ、一人に一つの教材)

京則 4: 学ぶときには、できるだ を整える。

良い環境で f学び方」も学ばせる。

e 良い環境で学んだ鉢験は、ニーズの自覚につながる
③ 安心して活動させるために、「さあ、始めてください」の合閣をする



感光器を使った観察と実験

石崎喜治 ・浜田志津子 ・武井洋子 ・間々田和彦

育学校で使う実験器jLの多くは、 a般の実験器JtとIliJじものか、 ・般の実験器H-の a 音I~ を

改良したものであるが、盲学校ならではの特別な機器としてl立lにボした「感光器」がある。

これは、光のfljJ陪を t1のiu低で表す宵人用実験器J!で、理科では、光とかげ、光の反射や刷

折、化学変化における色の変化や沈殿の生成の確認、太陽の出度の測定など、様々な場lirIで

活躍する。以下に物理 ・化学 ・生物 ・地学の各分野における活川例を紹介する。



物理分野

光の性質

小乍古剖部15における光の J

l中iド]';兵f三a部における光の''?習内V存子および実験方法について紹介する。

( 1 )光の学習の導入

1ll入段階では， I f 分の感覚で'J~!惑できる H 光で学習する。

日なたでは，太陽がどの方IlJJにあるのか探したり 太陽に顔をr'lJけ 手で太陽光をさえぎ

ると暖かさが減少することを感じさせる。次に，日なたと日陰でで、!感惑光器の id.1i.の変化を調べる。

l け)iななたでは |l(t11.1j山しい瓦 I

はl日iなたでで、!感惑光器の i仕.旨tが高くなると理解しており，明るさと暖かさを区別していないと考え

られる。

そこで，熱と光が別のものであることを理解させる段階に入る。ホットプレートのような

熱源と蛍光灯を用心する。それぞれに手をかざすと，ホットプレートからは暖かさが感じら

れ，蛍光灯では感じられない。次に， !惑光器で調べる。ホットプレートでは感光器のifは低

くなか蛍光灯では青が高くなる。この経験から，光は，熱とは別のものであることを理解

させる。

!盛光器が光のセンサーであるということが理解できたら，光の進み方を調べる実験に進む。

日光を鏡で反射させ， !長光器で光の道筋をたどらせる。鏡で光が反射すること，感光器にn，j
いている光をさえぎると感光器のiTが低くなることから，光がさえぎられると暗くなること

l影ができること)を理解させる。

(2 )中学部における光の学習

行'(校での'7:宵では，教科円で扱う， 11'1進，反射， JII~折だけでなく，乱反射，光の吸収 (fl

いものと!.I，~いものに光を li てたときの明るさの違い)についても触れた方がよい。

光源にレーザーを使用した光の実験器具が多く見受けられるようになったが， レーザーは

|渉性の非常に向い特別な性口をもっ光なので，小学部やql学部での光の実験にJI3いる光源

には適しているとは 1，えない l二眼に入ると危険で、もある。

また， 2.5V J日のまめiE球を用いた光源、は暗いので，ラV

JIj程f'Jの浴球を使川した光源、が適している。

光の n~1 進性を次のような実験で確認する o r~J 1のように，

光源，点'j"JIj紙，感光器をコルク板の 1-_に怖く。

光源の光を!長光器でとらえたら， 1同鋲で光がさえぎられ

るところを探す。そのf¥i:itlをialj鋲で刺して，点'Ym紙に印
図 1 光の直進

をつけていく。

8
せっ臼



反射の実験には， [2_{] 2のような，分凡器の11盛りが描いて

ある ι体コピー用紙上に鏡を怖く。光が分ft器の原点に1た

るように光源をセットする。これは教師が行なう。 j-'，-児小生

徒は分1'1器の川)討 1'.で、感光器を移動させ光源、の光を探す。光

をとらえた依問の11盛りから反射的が測定できる。!盛光器が

光をとらえている状態で，光源側の円周 Lを指でたどる。光

をさえぎると感光器の I1が低くなり，入射(fJを調べることが

できる。

図2 光の屈折

HI~折の実験は，透明容器に水を入れて行う。凶 3 のように，光源、，透明容擦の佼 iti が描か

れた「仁体コピーJtJ紙上に，光源， ZRの透明H-器を置く。感光器で光源、の光をとらえたら，そ

の状態で，透明容器に水を入れると，光は感光器の受光部から外れ， nl~折したことがわかる。

光がどれだけずれたか感光器で探させる。感光器で光をとらえた状態で，水のrjlに岳山にι

てた細い棒を入れて光をさえぎるところをたどっていく。この道筋が光の通り道になる。こ

のように，水rjl を進むときも光は I llf進し，光が容器のところだ、けで JI I~折することが確認でき

る。光の辿筋を確認するときは，教師が手を添えて行なう。この'(験を印象深く行うには，

JH~折句がi14 大になるように， ¥'ι体コピー用紙の透明'rf器の佼ii'i:(光源に対して斜め)を決め

る。

光の吸収の実験は，次のように行う。凶4のように，鏡の

はなに:，11い板や1')い板をlfl'いて感光器で反射される光の強さを

調べる。感光器は鏡のrE面(鏡の[Hiに垂II'()に置く o ，1.JAの板

のときは山が低く，ド!の板のときは青が高くなる。反射の仕

方が鏡のときと JI，なることが理解できる。壁がド1い部川は明

るいとか， ，'1 ，~しミと 1 ，" いなど I J常の現象と紅;びつけて理解させ

ることが大切である。

図4(a)黒い板

電気回路

図3 光の屈折

図4(b)白い板

まめiE球をig:列，または，並什につないだときのまめ屯球 lつに流れる屯流のパきさ あ

るいは，屯JIの大きさ )は，まめ18球のlりjるさを比較することで調べることができる 、J入

段階では，まめ屯球の IV~ るさ で . 1111路のある部分に流れる屯流の ¥きさ 屯11.の たきさ を
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調べる方法は，よい方法である。凶5のように，感光器を[11ij定すると，両手が使える。 む源

として乾電池を JI~ いる場合は，新しいものを使う。新しい乾電池は内部抵抗が小さいので，

ílt 1. f 降下が小さく，乾電池を流れる 'G流の大きさによって乾電池の端子 ~ ltlf:は大きく変化し

ないからである。

図5 豆電球

真空中の落下運動

空気lflで1，iJ l_: 品 さから紙片と鉄の I~ を落下させると，鉄の玉が先に床に落下する。 点空ql

では1，1]II.'jに落下する。これを理解させるために，凶6のようなdJ販の門雫落下実験器を用い

る。 ljj販のものは， :j:i: 1付に金属片と紙片または羽が入っている。ゴム栓を抜き， 1リすし叶えの

"い=紙(軽い)と入れ替える。 ドJ-Jい状の紙は， 川形の紙を円すい形してホッチキスでとめ

て什る。感光器を落下実験川の管の低い部分の壁面と垂I，I[になるようにクリップ型マグネッ

トでし'1定する。管の外部から別のマグネットで紙を引き寄せて， JiTの卜.部まで移動させる。

カウントダウンし ゼロと IliJH，'Jに紙を落下させる。紙が感光器の前を横切ると昔が変化する

ので，紙が落下し始めてから :j'，:の底に達するまでにと守れくらいかかるか観察できる。 竹内に

千七Lがあるときと I ~ I 空ポンプで rt1の空気をヲ|いたと (どし空にはならない)で紙の落下の仕

方が違うことから， 1¥";-:になると紙は速く:茶下することがす;感できる。

発展I. l~験として，風船に水を多く入れたもの (吊 い)と少し入れたもの(軽い)を品いと

ころから 1")11，)に落下させる。地1Mにほとんど11i1同に落下することが確認できる。 (イi崎)

図6
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化学分野

感光器が利用しやすい試験管立て匂

1~7 のような感光器のガイドが付いた試験管立てを作る。 自

と黒の 2程類のアクリル板(背景板)を用意し，試験管の後ろ

側に置いて使う。

① 市販のプラスチック製試験管立ての下に白い下敷き大

のプラスチック板を貼って倒れにくくする。この白い板にビ

ーカーを置いて 上から見ると色の識別が容易になる。

② 試験管の外壁に感光器の受光部が垂直に当てられるよ

うに，無色透明なアクリル板を J~占ってガイド用のスリットを

作る。スリット IIJm は 7~8mm 程度がよい。

試験管の中の水や水溶液の量の観察

図8のように，感光器の受光部をガイド用スリットに入れ試

験管の外壁に当たるようにする。感光器が水平になるように持

ち， J二部から下部(またはその逆)へゆっくりと移動する。感

光器の音が変化するところがj夜間で，試験管の中の水溶液など

の量を把握することができる。背景板は使用しでも， しなくて

もどちらでもよい。

沈殿の観察

図7

図8

図9のような沈殿(酢酸鉛とヨウイヒカリウムの反応による生成物)を次のようにしてJ確認

する。

試験管の下側に感光器の受光部が当たるようにする(受光部が液面より下側に当たる)。こ

の状態で，背景板を自にしたりと黒にしたりしても，感光器の音はほとんど変わらない。こ

れは，背景板からの反射光が試験管を透過しないためで 試験管内に不透明な物質ーができた

ことを意味する(試験笠;内の物質が透明なときは，白い背景板のときに高い古二が鳴る)。この

ように感光器を使って沈殿する生成物を雌認できる。生徒には，なぜ沈殿が雌認できるかを

理解させることが大切である。

さらに P 沈殿での反射光と背景板での反射光を比較して，次のようにすると沈殿している

物質の色をある程度識別することができる。!惑光掃が""f1WJにあるときは沈殿での反射光を受

光している。 J:.1l11Jに移動して受光部をj夜間より高くすると，背j景7去t板のj反又射射宇光を受光するO1?i

景J板tl恢j反長の色とj沈兆殿の色がほぼi河司じときは !感志光器の?音託の変化は
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ほとんどない。背景板の色が自のとき，音の変化がなければ

沈殿は白っぽいと全盲の生徒が自ら判定できる。写真の生成

物の色は黄色で，この方法によって判定すると，白っぽいと

識別できる。実際の色(黄色)は知識として知らせる。

図9 (左は黄色、右無色)

化学反応による色の変化の観察…

例えば， BTB水溶液に塩酸を加えたときの色の変化は次のようにじて観察する。

色の変化を調べる場合は背景板は自にする。 1司じ濃度のBTB水溶液(緑色)の入った 2

本の試験管を試験管立てに並べて立てる。左側の試験管にj;~酸を一滴入れ， 2つの試験管を

感光器で調べ音の変化を観察する。塩酸を加えた方は黄色になり，感光器の音がBTB溶液

と比べて高くなる。音の高低の変化から色の変化(明度の

変イヒ)をとらえられる。

水溶液が透明のときは 3 背景板を黒に変えると，感光器

の音が低くなる。これは背景板からの反射光が少なくなり，

感光器の受光部に入る光が減少するためである。つまり，

生成物が透明な物質か不透明なものかは，白と黒の背景板

を用いると把握できる。

背景板の使い方とそれによって色の変化を判定できる理

由を理解させる。

図 10 

物質の色の変化を見る ....'.."'("j...、，

金属の銅と酸化銅の色の速いを見る。反射光を利用す

るため， !~7't者誌を斜-めにしてイ吏J~l する。どちらも剤1かい

粒子なので手や感光器を汚さないよう塩化ピ、ニルの板を

上に載せ，その上から感光器を当てる。!玄!nのように，

比色スポットを利用すると，観察したい物の位置が確認

で、きる。

。。
円
/
]

図 11 (上が銅、下が酸化銅)



生物分

範囲では，

しないとできな

なので， を科用することはゐまりないげ，
寸
寸
斗

J

3
4
i
 

e
'
t
F
J
 

H
H
什
d

手小

もいくつかある c にその部をあげる。

光合成 ( 1 ) 

内に p カナダそなどの水生植物を入~'l，ゴム栓をし

のは二酸化炭素を多くするため入 試験管内の水に

アルミ箔

のうち:本

を吹き込んだ水を

ものを 2本用意する (11手気を

T B1容読を加えておき， 2本のうち l

く。これと辻到に， il乎気を吹き込ん

う(対照)。アルミ詑iで、覆っていなをアル にしばらく光を当てた竣 TB

溶液の いを るの

j夜に 化

薄いデンプンのりを入れ

。しばらく放置し

る。また P 残りの

し， だ譲を，あとの 2本には本を加え

にヨウ素液を加え y 色の違い

-1-

ゼ l本ずつにベネジクト液を加え し，宇tの

いを る。

現在市販されている感光器辻惑j交がよいのでP試験管内の色の変化を

したいものに直接感光器を斜めに当ててF 色の比較をすることもできる。

あげるび

けでなく，

にその例を

光合成の実験( ) 

の 部者アルミ?誌で手i工ん アサガオなどの を-1-う?に当て その葉を には

さん たたく。諸紙に の しみ込み， のあとができる。これは たたき

いる 法である。この を薄めた ;主 けると の lま 苦宇tと

く いしてから， めた ウヨミi夜に と2 光の当たっ しコ の

lま にごとるがアjレ らなかった支の lま にならない

これら の をF 漣紙に 九c... けること ること治まできる

イ本

多く は， ;11"，r1WJ い。これを ること きるむただし，
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色の薄いものは難しい。アジ，サパ，カレイなどは 背側が黒っぽく腹側が白っぽいので，

体表に感光器を直接向けることで色の比較をすることができる。

山の稜線を感光器で、辿る手

夏季学校や修学旅行で3 遠くの連山の景色をみることがあれば試してほしい。空と山の境

目に感光器を向けて， U-Iの稜線を辿ることができる。(武井)
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地学分野

岩石の観察

( 1 )色の比較

~/i:t Iの色は日Iい布等の1-:.にitiき，色の違いを比較しやすいように行う 。

-堆積27の観察一色調の観察一

堆積Vjは構成する粒 1二の性質の違いによって色調がiてなる。そのため， ( I以V}はおおよそ

r'lっぽく，砂汁泥れはおおよそ暗い色調であることを観察する。

・火成岩(花こうをt)の観察一鉱物の観察一

、Fらな1Mのある標本JHの花こう行を用止し，予らな泊jのLに透明な72規をWi.く。その定規

に沿って感光器を移動させると汗が変化する。 11がイuJ段階か変化することを観察することに

よって，花こう 77は複数の鉱物によって構成されていることが分かる。

( 2 )縞模様の観察

結Ifl(llJ十円等の縞模様は感光器によって観察できる。

小学校の教材に結 111 ~ 1J十円等はないが，縞模様のある77

{iの観察はれ石の多様さを示すものとして行いたい。

太陽の日周運動の観測

( 1 )太陽を探す

全訂正主でも晴れたHの日中には太陽のおおよその方

[ilJを知ることができる。さらに感光器を使!日するとより

lE確にその方向を観察できる。感光器はセンサ一部にカ

バーを取り付け，感光器の示す方[rlJがはっきりとするよ

うに手を伸ばすと指導行が確認しやすい。

-31一

凶 12 岩石の縞模様

図 13 太陽の方向を探す



( 2 )ノーモン法による観察

ノーモン法は地1Mに垂lflに包てた棒が作る影の軌跡による太陽のH周運動の観測方法であ

る。

!惑光器のセンサ一部分を棒に向けながら，棒の北側をれから丙へ歩くと感光器のえが変化

するところを観察できる。

( 3 )透明半球による観察

透明、ド球をiil.くれをJH/J:する。台の中央部に感光器のセンサ一部がtBるように穴を開け，

台の主からガムテープで感光器を設11''1'する。

台の Lに透明、j'~球がずれないように発泡スチロールの小さな板を貼り付けている。

透明下球 Lの太陽の依 111;を観察する方法はいくつかあるが，ここでは短冊状の板u紙に細

長く切り tlを入れたものである。

図 14 透明半球台 図 15 透明半球

景観の把握

~古 ll. にとって!;(観は観察に適したものではない。感

光待で J..:I場を探すι法を利用すると，少し離れた建物の
おおよその輪郭を観察できる。 Ir~ 様におおよそのスカイ

ラインも観察できる。~ '1:物分野における r5. [1，の稜
線をたどる lとIriJじ使い }j) ~間々!Il) 

図 16 建物の輪郭をたどる

つ臼
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べ
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1.・本校 している感たおを と を紹介した。

教材の開発に吋たっては事 I!~従が使いやすい解しやすいという観点が軍要なことはも

ちろんであるがー「授業のどの場記でどのようにjという視点が大切である。教材開発にあ

って，忠の (J ¥ード〉を

議では，惑元出に関する

ように'j:_

I去の短に.

(ソフト)が 50%としミえるひ

も行う子1じである。

フリけふ



ノミー 、睡箇佳盛昏

ぷ静

浜田志津子

内科教においては，実j挨・観察で本物に触れることと 11:_従 "1身が体験して.そこから

考えることが火切である。

税党に障芹のある月三従が化学'Jミ験を行う探には様々な|本i難が伴う。しかし， 見えにくいか

らこそ演ぷ実!換ではなく 'L徒が九ら実験し li!惑で観察する事を大切にしたいとィラえ 1:えを

ねている。その結果としてちょっとした工夫で. !j--_従が !'I分でできる 'Jミ話会がI甘え， 興味が

広がり. ，')分に l'j1， tを持てるようにもなっている。

み;報公では 111学校時科化学実験の本本操作における工夫について取り 1-_げる。

}jLイi:.青学校で使用している中学産科会分好教科芳で基本操作として取り上げられている

ものは 12 )i1 ! 1あるが， ここでは.税党に持のある生徒が使いやすい dJ-t阪の~:fHを使うも

のやiス1・グラフ守のあっかいを除いたド心の化予定験 6瓜11について報;iJする。

駒込ピペ y トの使いん

2. てんびんの使いん

3. ガスバーナーの使い h

4‘アルコールランプの{史 li )j 

ら よ J~実行のあっかい }J

6 業 iilhのあっかい )j

これらについては「制祭と尖験のJ行存j(11日平1I6 1作文部行制慶!を通1，t株式会社党行)で liJ:

しく I&!りjされている。ここではその後さらに工夫したことを約介する。「観察と J夫験の指存J

の参照ページを iiilJすので1Ji:せて"先んでいただきたし)0 

定量とるための“簡単ピペット"

駒込ピペソ卜の f七い }j (1ラ126~ P 2前')じ;;;の h~t (p 1 日~ P l)l}) 
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毒襲凶難Jfii

祝覚に!埠のある /1:.徒は駒込ピペットで定誌をI!yるのは難しいが.

/t徒や，緊張しやすい /11従も liiJ様である。

ー簡単ピペット"では/，('1<伎JlJ/t従でも

o 2 ml I)'Jの示ぷで 1miごとの取りたい;ぷ:が容坊にとれる。

場材料

;与がなくても 'Itiれない

ディスポーサプル射出 (5ml)jJ)，駒込ピペット(2 mlJ，人H壬3 5 mmのポ!)チューブ 2

cm (実験)IJ気体のボンベ十lJ
1
訴 のチューブを i1j.手iJJI J ) 

畿作り }j

①ディスポーサブル注射誌のピストンのおで押す fiJj分の lカ所(ついている 4枚の:J:Jのど

れかにつながる]カ所)にニ yパーで 1mmぐらいの切り込みを人れ V'(にカ y トする。

② 1 ml になるようにピストンを引き 1でつけた切り込みのある;J;JiJi ，筒に入っている

付け根のところに qJil¥1 mm. i架さ 2mm 1¥1:の切り込みを入れ V'j<にカ y トする。

③吏に 1ml分引き，携のやjの筒に入っている

iJけ桜のところに②と liiJじ切

り込みを入れる。(これが 2mlである) 11 iJ伎に

9 0 0 111]転させながら， 3 ml. 4 ml. 5 mIと切り

込みを入れる。('1/真 11'.) 

Z ピペソトのゴムキヤソプにつける )Jをガス

バーナーでj)1]熱 L*111く))1]]:して切り.切り iiをえ

め， jjiiめたポリチューブに jiC込む。(，ツ Ul 卜)

~. 1を互の注射出の IIのクじに入れる oIを熱沿

でjJiliめると筒 ij'l.にはいる。

場使い }j

写真 1

(1) 工でつけた切り込みのあるやjのところに八九:し指を、iiて 切り込みがあるま vごピスト

ンをづ!く。

(2) 切り込みに.触ったらそこに人)三 Li行の爪を引っかけ Jf¥が;L J}]日仁、i;たるまで ilj!す J

これで 1mlとれる。

(')) 2 m 1 llYりたいときは 9 0 0 1111 させ. 併の :J:Jの切り込みを;京じ (2)と/IIJ十誌にする

(4 )これを(七って本を ljYった 111、'r:1七)11 '1:従のデータをりf:i，1の人 lに/Fす r

2 上皿てんびんの使い方(p リリ~p ， l ，12)

1:.な|本I~W ，1，¥は Jj、!、の Jぷである η

(1) 1;，'> '，i;: (わない人でもうよJ:luJ訂!のピン七ソト七(よ)¥_主いうよJ:jIrJ(ょJ泣いにくい



(2)板分銅は小さくて扱いにくい。

(3)指先で指針を読むことが難しい。

分銅の扱い方については盲学校中学部点字教科書編集資料にあるように「分銅はきれいに

洗った手ーでi直接持ってよい。JIつり合いの状態をみるには，てんびんの裏側から親指と人差

し指で目盛盤をはさむようにして，かるく指針にふれてみるとよい。Jと指導している。しか

し小学校時代に教わった「分銅は必ずピンセットで扱う。」という注意が頭から離れず，ピン

セットを使わないのは，悪いことと思いこみ，使えない自分を情けないと思っている生徒が

いるので，以下の改良を Lた。

.改良点

(1) について

①ピンセットの代わりに洗濯バサミを使うと

簡単に持つことができる。(写真 2)これは生徒の

心の負担を少しでも軽くするため考えたことであ

るが，次項②の方が良いと考える。

②中学校でも分銅の扱いは盲学校と同じように

「分銅はきれいに洗った手で直接持ってよい。」と

指導することを提案したい。本校で 20年以上も

生徒が手で扱ってきた分銅はその聞にどのくらい

の誤差が生じているかを調べた結果を p.64の表

2に示す。その誤差は 50 g以下の分銅では最大

で o.0 2 gであった。 o.0 5 gの差でも上皿て

んびんの使用に支障はほとんどない。

(2)板分銅に代えて紙分銅を使う。

点字用紙(表示 90kg， 1枚 5.6g~5 . 8 

g )に 24のマスを印刷し，切って 0.2gの紙分

銅とする。写真 3のように折ると， どの向きに転

がってもつまみやすい。

(3) 指針を指で読みやすくするための工夫。

①指針に LiJ~ ガラスの細管(ガラス管を加熱し

てヲ!いて作る)をかぶせ，裏側から指針ーが読める

ようにする。

写真 2

写真 3

②裏側の中心にタ ックペーパーを貼って中心のガイドにする。工夫をする中で IJ二]]].てん

びんは縦に置いた方が使いやすいJと生徒が提案するくらい，操作に自信が持てるようにな

った(写真 4) 
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3. マッチストライ力ーを考案(ガスバーナーを使いやすくするために)

マッチに慣れていない(初めてマッチを使う)生

徒も安心してマッチを扱える工夫

ガスバーナーの使い方 (p.132~ p.133) 

@困難点

ガスバーナーにマッチで火を着けるとき次のよう

な困難点がある。まずマッチを擦り，火の着いた状

態のまま，マッチ箱を置いてその手でガスバーナー

を捜し P そこにマッチの火を持っていく。この短時

間の問にもマッチの火は手元に迫ってくる。通常学

級担当の化学教員が集まった時も「ゆっくり燃える

マッチの軸木はないか?Jと， よく話題に上ってい

た。

-改良点

マッチ箱を持たずに片手でマッチを擦れるように

した。

写真 4

@材料

マッチをするヤスリ(シール状)，市販の下敷き，

ソープホルダー(両面が吸盤状のもの)

作り方

①下敷きにシール状のヤスリを貼る 。

②①を適当な大きさに切る。マッチストライカーの完成。(6 0 mm X 9 0 mmにして使用)

写真 5

.使い方

実験台にソープホルダーを置き，その上に②のマッチストライカーを，下敷きの商がソー

プホルダーにつくように置く。これを上から強く押すとマッチストライカーは机に回定され

る。これを使うと片手で簡単にマッチを擦ることができる。最初から片手はガスバーナーの

ところにおけるのでガスバーナーに火をつけるのが大変簡単になった。(写真 5) (こ れは試

験管に集めた水素に生徒が自分で火を着けられるようにと工夫した結呆の副産物である。)

ウー
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4. アルコールランプの使い方(p.134'"'-'p.135)

e困難点
アルコールランプの火を消すとき，火がついてい

るところに小さなふたをかぶせて火を消すことは恐

怖が{半う。

争改良点

アルコー Jレランプ全体にかぶせられる大きさのビ

ーカーを横向きにして 2 机の上を j骨らせるように火

が着いたアルコールランプのところに持っていき，

アルコールランプに触れたらかぶせる。しばらくし

てグぇカぎ消えた後 ビーカーをはずしアルコールラン

プのふたをかぶせる。(写真 6) 

5. 試験管のあっかい方 (p.129)

e困難点
試験管を振っているときに 机等にぶつかる心配が

ある。

告改良点

片手で試験管の仁!を軽く持ち， もう片方の手の親指

と人差し指でできるだけ大きな半円を作るようにす

る。試験管が親指と人差し指の間をできるだけ速く

在復するようにする。(写真 7) 

6. 薬品の扱い方

実験で生徒に I誌を配布するときに間体薬品はフ

ィルムケースで，液体薬品は II良ビン・点滴ビン

を使う。ラベルを J11~í る

ことはもちろんであるが， 7'~ や大きさの遣うものを

利用したり 2 シールをJUiるなどすると P 笑!挨!こ!こ!の生

徒の負担が少なく 3 ふたを間違え薬品が汚染される

ことも!坊げる。(写真 8) 

まとめ…

写真 6

写真 7

写真 8

E!常生活では生活用JZ1・器具の挟イノj::がより使利に簡単になっている。その一方で， tflれな
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いギ;器具を使い，ゆとりのないカリキュ ムの iやで干すう化 ii会 にとって になっ

ている けで く? の 徒を する にとっても重荷になち ちである。しかし，ちょ

っとし 夫 ればスム こともある。

本報 で紹介し ような 徒の ちの

な ら笑 ち さらに しい にiヨ で取り

つ。

これらの工夫は幅j五く応用できるものである。材

。多くの学校の化学実験に活用さ 生徒の実態に

が進み，実験を楽しむことに役立てば咋いである。

39 -

担を さま ることで、 は し

もうと る 育っていく

も安部で簡単に作成できるものであ

わせて生徒が告分で実験できる



観表 l

簡単ピペットの精度

中学部2年点字使用生徒Kが初めて手にした日に測定 (2003.2.9.)

水温 19. 4
0

C 密度 09983g/cm3

目盛りにあわせて取ったときの質量(g ) 

l 2 3 4 5 6 
3 

目盛(cmV) 

1 r呂田 0.93 1.94 2.90 4.00 4.97 6.06 
-.-....ーー--向島--尚昆..................~....向-.色』圃帽

2回目 1.00 1.93 2.94 3.92 5.01 5.94 
--や白血』句"‘'ー伊~........ ----'"ーー j-

3回目 0.99 2.01 2.85 3.98 4.98 6.03 
.- 回忌 ‘; 

4回目 0.93 1.92 2.97 3.97 5.02 5.95 

密度 0.9983g/cm として換算した体積(c m 3) 
3 

I つ 3 4 コ 6 

目盛(cm3)

1 IIll tヨ 0.93 1.94 2.90 4.01 4.98 6.07 
凪---ー『・M旬明司ー，ー--副島ー同ーー骨--

2回目 1.00 1.93 2.95 3.93 5.02 5.95 
--・・-_--・ a ー陶酔-----_‘_.色唱曲軸戸幽

31B1!ヨ 。、99 2.01 2.85 3.99 4.99 6.04 
a司・・四-_.・ a九・.-"" -........ ~岨帽ー戸市帽包向風向

4 IEIllヨ 0.93 1.92 2.98 3.98 5.03 5.96 
し一

趨表2

分銅

2 0年以上手で放ってきた分銅の精度

分銅箱ごとの表示との質量差(分銅の質量一表示質量) (g) 

( g) I 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

1 0 0 I ~0.03 〆0.03 I〆0.04 I〆0.05 ト0.03 I ~0.04 1/0.04 I〆0.03

5 0 〆0.01
“時『ーー-- '司静也骨世----・ーー

2 0 。
ー明-- ー『司屯弔騎色時司戸角

1 0 。
掛ーーー』司』ー ーーー---司世--'骨

1 0 。
俳-.・ー 『白ー----.>'"---

5 。
司.-明 E ------，・ d晶画'_.僻

2 。
明】-- 『唱._.骨ーー酬---ー

2 。

〆0.01 I〆0.02 I〆0.02 I〆0.02 I〆0.02 1/0.02 I〆0.02 o I〆0.02 I〆0.02 1/0.02 
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吟ー・~ .... -.... ....ーー------1-ーー品目ーー--一ー，.牟一ーーーーー一切【'--1-ーーー町一ー一一守-.匂一一ー-ーーー---t-----ーー世---砂--ー'ーーーー句，ー争ー--ー------.-..------ーー-ーーも._-ーーー ω 一ーー-‘。 -fよ
パ
U
パ
Uハ

U
。。。。G 。。。
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分銅箱No. 9 ~ N 0.12には 100gの分銅は入っていない
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楽しい光の実験

一感光器を活用して蕗生徒が自ら確かめる光の性質一

光の単元で教える主な内容は、以下のとおりである。

①光の夜進

②光の反射

③光の屈折(全反射を含む)

④レンズの性質

石崎喜治

このうち、①と③に関しては、ほほi司じ笑験装置を使ってできるので、窓生徒も笑験装

に習熟することができ生徒の創意を入れた笑験が可能となる。

④については、定性的な性質を理解させることに留めた方がよい。教科書には、物体とレ

ンズの距離、イ象とレンズの距離の関イ系がおsかくでている

が、本校では、焦点距離の 2倍のところに物体を窪いた

ときの像のでき方に桟!ヨさせて笑験している。

今回は、導入笑験として行う①光の在進から③光の屈折

までの実験を紹介する。

①光の

スリットの付いた光源を机の上におく。 感光器を光

?}Jj{のスリットに近づけて光を雑認したら、光を確認し

ながらゆっくりと感光器を遠のけていく。このように

して、光がおおよそ夜進することがわかったら、図 1

のように、コルク板の一!こに点字用紙を置き、光源装器と

感光誌をセットして磁鋲で光をさえぎり光の通り道を

探していく。見つかったら密鋲で紙に穴をあける。

②光の反射

立体コピー用紙に、 2のような分度計品目盛りを書き、

これを笑験の台として使う。鋭を分j支の線に合わせ、
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感光器を分度器の原点に置く。光源の光が感光器に入るように光源装置の向きを変えてい

く。つぎに、感光器を原点から遠ざけて光が入るようにする。

入射角、反射角を調べる。何IE:Iか笑!設をして、いつも入射角、反射角が等しいことを碓

かめる。

③光の屈折

図3のように、立体コピー用紙に光源装置、透明な容器を置く位置を書いて台紙にする。

生徒に光源装置、透明な容器を指定の場所に置かせる。 感光諜で光の通り道を探す。見

つかったら、感光器に光を当てたまま、透明な容器に水を入れていく。このときに、感光

器の音の変化に注iヨさせる。あらためて、光の通り道を探し、光が曲がったことをf確認す

る。

次に、感光器を光が通っているところに置き、 1~14

のように、透明な容器の中に主llJい棒を立て、光の通り

道を調べる。 境目で曲がることを発見させる。

金二，{;tコヒD_)l髄義久J

函
* 通常の光源を使うときは、部屋をIi音くして笑j挨し

なくてはならないが、レーザーポインターを使え

ば、明るいところで実ji会が可能になる。
図3
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視覚に障害のある児童@生徒の体育指導

原田清生

基本の運動@動作の指導 ε

( 1 )発達段階にあわせた指導

視覚に障害のある児童・生徒は，発育環境や視覚!樟害の発症i時期・祝党総験・運動経験な

どにより，運動技能や認知能力の獲得等において，その発達段階に大きな差があります。

視覚障害の発症が早く，視覚経験がまったくない場合と比較的発症が遅い時期で，スポー

ツフォームを獲得できている場合とでは，指導の仕方は全く違ってきます。個々の段階をし

っかりとみきわめ P 抜け落ちた段階を把握するとともに，その原因を分析し発達段階に応

じた指導をすることが望まれます。

そのためには，基本の運動・動作の指導をていねいに行うことが有効です。どうもぎこち

ない動作だなと思ったら 自然、な動きになるような指導をしてみます。その中から霊安なヒ

ントが見つけだせたという例は，めずらしいことではありません。

また，できるだけ早い時期に指導することも重要なことです。幼少期に身に付けておかな

ければ3 獲得できない(獲得しにくい)感覚や動きには基本的なものが多く，その後の体育指

導やスポーツ活動に多大な影響を与えます。

基本の運動・動作の指導を行うときには，指導する側がを運動・動作の仕組みや発達に応

じた獲得段階の様式をしっかりと理解していることが大切です。

また，獲得している感覚や認知・言語などの実態を把握しておくことも指導上必安な事項

として考えられます。空間の認知]が不十分な子どもに「もっと上に投げなさいjと言っても理

解できないでしょうから， r上Jとし寸感覚を身につけさせるための指導を合わせて行うこと
も必安になります。

( 2 )分習j去による基礎からの指導

基本の運動・動作を指導するときに 動きの中で指導内容を理解させることが困難な場合

は，一つ一つの動きに分けて静止した状態で指導を行うとよいでしょう。また 3 ゆっくりと

した動きの中でp フォームを理解させることも有効なことがあります。ただし，あまりかた

ちに間執しすぎると， I~l 的とするスポーツの本質ーからはずれてしまうことがあるので注意し

たほうがよいでしょう。

( 3 )補助による動きの指導

実際に手や)}tjJなど身体の…部を補助しながら動きを泊IW(:させることは， とても効呆的な指
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導手段です。運動や動きの特性に応じて，身体のどの部位をどのように補助すればよいのか

ということについて 的確な判断が必要です。

(4 )触らせて理解させる動きの指導

指導者の身体を触らせることによって2 フォームなど動きのイメージ、作りができることも

あります。

視覚障害の特性を生かした題材-

視覚に障害のある児童・生徒の体育指導を行う上で、重要なことに題材の選択があります。

盲学校で用いられている題材として， (1)一般の学校と同じ題材(2)一般の題材を祝党に

障害のある児童・生徒向けにアレンジした題材(3 )祝覚障害特有の題材ーがあります。

( 1 )一般の学校と同じ題材

陸上や水泳-マット運動・縄跳び・スキー・スケート・柔道などの個人競技が多く取り入

れられています。

しかし，ハードル定や水泳の飛込みなと¥安全面の配慮によりあまり実施されていない程

自もあります。

また，視覚障害によるハンデイをカバーするためのちょっとした工夫が必要になります。

これらの題材は 3 基本の運動・動作の指導にも結びっくものが多く，指導者と子どもが一

対ーで向き合える点で，諜j涯を見つけやすいといえるでしょう。

また，子どもにとっても，おもいきって力を発揮できる題材となります。

( 2 )一般の題材を視覚に障害のある児童・生徒向けにアレンジした題材

転がしドッジボールやグランドソフトボール・フロアバレーボールなど 一般の競技種目

の特性やルールを活かしながら，視覚に障害のある児童・生徒向けにアレンジし，楽しめる

ように工夫したもので，球技程目に多く見られます。笑際には，全く異なる競技になってい

るものもありますが，テレビやラジオなどでよく liljくスポーツを楽しみたいという子どもは

多く y 富学校の体育では人気の高い題材です。

jレールについては 3 複雑なものがあったり頻繁に改正が行われたり，また，古学校(地域)

によってルールが F追っていたりと P 指導する側にとっても子とともにとっても難しい課題があ

ります。現在， 1:1本障害者スポーツ協会や各障害者スポーツ団体-全国盲学校体育連盟など

で改善の取り組みがなされつつあります。実際の体育指導の場面では，既成のルールに制約

されることなく P 子どもの実態、に合わせたルールに改善し，楽しく笑施することができるよ

うにするほうがよいでしょう。
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( 3 )視覚障害特有の題材

ゴールボールに代表される，祝党に障害のある児玄・生徒向けに開発された題材です。特

有の器具やボールなどを用いて，専用のjレールで行います。少人数化にも対応でき，祝覚障

答の特牲を活かした題材として p 今後普及していくことが予想されます。

jレや施設(ゴールなど)加で，経済的負担が大きいこと，ルールが一般に普及しておら

ず指導者が少ないことなどが諜認としてあげられます。

眼疾患や安全面への配慮、

祝党に態寄のある児童・生徒の体育を指導する上で、最も注意を払わなければならないこと

は，安全国への配慮です。子どもが安全を認、識することで，信頼関係も生まれパフォーマン

スを最大限に発揮できる潔境ができあがります。

また P 見え方や眼疾患の特性について把接しておくことは，安全面での配慮はもちろん2

指導方法の工夫に関しても大いに役立つことでしょう。

さらに，指導者と子ども，養護教諭や医療関係者F 保護者とが，述携をi習って安全部の配

をすることが望まれます。

( 1 )見え方と配慮、について

弱視児の見え方にはさまざまなケースがあり，それぞれに応じた指導上の配慮が必にな

ります。特にまぶしさに対する配慮は効来も大きいので，子どもと話し合いながらよりよい

環境を設定できるよう工夫しましょう。

また， ql¥llj'欠損のお1)文によっては》週日告{とされているスポーツフォームが2 パフォーマン

スの発揮にマイナスに働いてしまうこともありますので， どのように見えているのか， どう

すれば見やすいのかなどということを子どもとの対話を通して把握しておくことも大切なこ

とです。

( 2)体育の指導上 特に配慮、を要する眼疾患

視党にi寄告:のあるY己主.:::1ミおじの体育指導において， !1良への直按刺激に注意を裂することは

当然ですし，間接的な刺激により恋を及ぼすことも多いようです。 1やでも，特に配慮を

安するIIH1失の代表的なものを以下に示しました。

• LI二11民

l!lQ球破裂や網膜はく離を起こしやすく，顔加の打撲やボールの衝突に注意する必裂があり

ます。また，保設めがねがずれて11良を圧迫することもあり 2 装訴は慎にする必裂があり

ます。

-緑内部

力む:運動(ji注意;など)や倒立のように11長圧がおくなりやすい逆説iには注が必です。
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-網膜はく離

網膜はく離の rどもは 運動を禁止されていることが多く，許可されていても激しい動き

やジャンプなどは避けたほうがよい場合が多いようです。体育の指導では，個別に対応する

必要があります。

-小限球・強度近悦

網膜はく離を起こしやすいので注心しましょう 0

.その他

網膜色ふ変性症やl'I f-H良・令色白などは， まぶしさに弱いので，サングラスをかけたり，

体行館の採光を調節したりするなどの r夫をする必要があります。また" (1 r眼は!1焼けに
弱いので， ト分な配慮、が必要です。

(3 )安全への配慮

緊張感・集中力の維持

体rfでは，緊張感や札r!1力を保って活動することがとても大切です。指導者に余裕がなか

ったり，疲れていたり，油断が 'I~ じたりしないよう，常に子どもの状態にいを配ることが大

切となります。特にゴールボールなどで，弱視の子がアイシェードをつけて運動をするとき

や校外の慣れないコースを走るときなどは， iui-段以 Lに卜分な配慮が必要になります。

環境の幣備

弱視にとって見やすいように，床rr'liとラインのコントラストをはっきり

させたり，不安なラインを隠したり，採光，遮ih保護マットや支柱カバ

ー('iU 1)などの利JI1.床1Mの足触りを変えるなどのr夫をすることで，よ

り安心して運動できる環境を整備する必要があります。(写円 I ど柱カバ

明確な指ぷ

指ボは， IYl確に大きなyi，で行います。特に，ボールゲームなどにおけるボールデッドの合

同(ホイッスルやコール)は， 七 !f~ く行うことが大切です。また，ボールデッドの合l叫があっ

たら，動きをとめることの確認をしておくことも必要です。

動き }jのきまり

運動ljijと運動後の動き方(動線)は， Jli初にきちんと決めることが大切です。jIj周主で、ゴ

ールした後にロープをいきなり離したり .50m七でゴールした後，己に曲がったりすることは，

k変危険です。

ボールの波し}j

ボールは円度 ‘やゴロ，バウンドボールで渡すように，約'L争として定イiさせるように
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図1 スタート姿勢をマンツーマンで指導

図2 腿上げ歩行は「足の裏全体で地面を叩けJ と指導する
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図3 フロアバレーボール

図4 中 1水泳 コースロープを張り、戻る人はコースロープに沿って戻る(衝突防止)
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図5 中 1水泳 マンツーマンで動きを教え
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研究2

通常の学校で学ぶ盲児のニーズに関する聞き取り調査

鳥山由子

宮内久絵



問題の所在と目的

わが国における富児の統合教育の事例は 1970年代までさかのぼることができ、今日では義

務教育段階、特に幼稚園と小学校の段階で、は、弱祝Jl己はもとより多くの盲児が通常学校で教

育を受けている。しかし、その正硝iな人数は公式な統計資料に報告されることはなかった。

また通級による指導についても、:iill級指導としての正規の手続きによらず教育l+IH炎として実

施しているケースも多く、その実態は!り=J1i{fiではない。

2002 :i'1三に「認定就学者」についての規定が導入され、吉児や強度の弱杭であっても本人や

保護者が希望し、認定されれば通常学校への入学が可能になった。今後、古学校が特別支援

学校に移行する中では、さらに祝覚障害児の教育のj坊は流動化することが考えられ、その 1:1二i

で通常学校での教育を希望する単一障害の祝覚障害児が増加することが予想される。しかし、

入学後の支援体制については整っていない地域がほとんどである。

したがって、本研究では、 80年代から 90年代にかけて小学校に入学後、宮学校へのil引交・

進学を選んだ吉生徒及び強度弱視生徒を対象に通常学校での教育の実態及び本人が必安だと

感じた支援に関する面接調査を行った。なお、今後の通常学校での支援のあり方について示

唆を得るため、盲学校教育と通常学校教育の両方を体験した筑波大学附属高学校の卒業生を

対象とした。ここで、の対象者が小学校に在籍した時点から相当の時間が経過しているが、現

在においても通常学校での支援の実態はほとんど変わっていない状況があり、当事者の体験

に恭づく意見は今後の支援のあり方を考える上で参考になるものである。

方法

( 1 )対象

通常学校に在籍した経験をもっ筑波大学I)u)民富学校卒業生、 51:'10 ()垣市学校において点字

による教育を受けた者 4名、通常学校に弱視児として入学したが、失明後そのまま在籍した

者 1 ) 

( 2 )面接調査期間

平成 17年度~平成 18ij三度

( 3 )質問項目

1 )対象者 2)支援について 3)各教科の'夫態について 4)グルーフ。活動、板書について

5 )課外活動について、 6)休みl時間の過ごし方、人間関係について、 7)通常校で必<i::

であると二与える支援内科

「「
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(4 )結果

質問項目ごとに回答をまと ~、 たっては倍 に基づき

し、 をいただいたの

( 1 )対象者

対象は以下の通りである。な川、 の対象者は しておち、

E 

九州地 !日 Iコ
〆句、ノ'J、

の1t)万J也

内
ノ
〕

「
吋
U



字文手ヰ書:は i也 j或の点字ボランテイアもしくは悶:親によりイ/I~成されていた。 1 名(lfil答者 E)は

3年生までは通常の教科書を使用していたが、失明後は教科書を使用していなかった。

6年間半rIJtJj)員がついた者は 2::g1(1豆i答者 B、D)、低学年11寺のみ補助者がついた者は 2名(ILlI 

答者 A、c)、宇iliDj) 員がつかなかった者は l名(回答者 E)であった。なお、京iliD))員は、 l::gl(ml 

答者 D)を!徐いては祝覚障害に関する知識を持たない定年退職した教員、もしくは臨時職員

であった。 1Z'l (1豆i答者 A) は、:i1M1 li51吉学校によるilll級指導を受けーていた。

( 3 )各教科の実態について

zh'S 

F
Z
 

一五一

@ ボランテイアがルレットを使って点線で書いてくれた漢字の教科書を参考にレーズラ

イターに鉛筆で書き、学習した。(回答者 A)

@ 漢字は補助教員が太いマジックペンか患で書いてくれたものを参考に鉛筆で、ノートに

書き写していた。(回答者 B)

@ 漢字は、ボランテイアにより立体コピーで、 1'21文字にしてもらい、それを参考にレーズラ

イターに鉛筆で、書き練習していた。書けたが、 I~I 分が書いた文字を I~I 分で読むこと

はできなかった。(回答者c)

@ 漢字はボランテイアがフェルトなどをつかつて rr~l 文字にしてくれたものを参考にレー

ズライターに鉛筆で書いて練習した。レーズライターにはルレットでマスを作ってもら

っていた。(回答者 D)

@ 抗力が落ちてからは漢字の勉強はしなかった。 漢字の時間は他のことをやるか、何もせ

ずに時間が過ぎるのを待っていた。(回答者 E)

i英字の学習については、立体コピーやルレットをイ刻一FJし!日J文字にしてもらった教材を元に

沼していたことが多かった。また、漢字の試験については、点字ボランティアによって点

訳された試験をレーズライターに鉛筆で書いて提出するという 71~が多かった。 点字を常JlJす

る児に対ーする漢字指導というコンセプトではなく、 一般の;i己主の漢字指導をそのままおこ

なっていたことカ汁っカユる。

算数

• 1~1 j_ーなど触祭教材ーがあったので、百IJ'. wrできた。ただ、第佐や年:算については教科芹の I)~

容は、まったく H!!'jiJi(:できなかった。 在校のilll級指導で宇iIl押してもらっていた。(lilj 1存

者A)

• lil衣などは削!祭教材ーがあり、また1mlJ)) NがついていたのでJIJl.W{:はできた。伴立な科!こiだ

ったので、特に!日l辺は感じなかった。(]il]答 B)

.ス|去などは í'í~!祭政材があったので、 JII'.fíJヰはできたが、初日UJll がいなかったため、 J受業 11 1 、

どのほ|衣についてやっているのかがわからないことはあった。 J主う |χ1:1乙を触ってJ受;たが

終わってしまうこともあった。(I!ll 答イ~. C) 

っ、υ
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@ は、 ランティアか補助 による ったの また、

がイギリス ンパスを購入し てくれ、このコンノてスをf吏っ もしていたっ

なととも v イターで毘りの 閉じように えんむ

( 

@ i豆; はなかったが、 lま あったため に出u~rí:で

乱立i答

おける図表のに関しては、触閣が為ったので基本的に結解できたと

また、吉学校では必修である算除の指導iま己とんどなく、 IJ出張先と i可じように

ように指導されていた。筆算に関して辻点字教材はあったが、まったく

いった回答もあったのまた、宇i!lJJjJ員がつかなかった答者の中には、触i惑な

いたの

きなかっ

はあ

つ 、うまく活用できな たと答える者もい

閣不}

@ 定般には基本jj守に参加していないc 理解できなかった科司の一つであり、

を通して詰習してもらっていた。植物の観察については1造物を勉り、それをしーズ

ライタ…に記録していた。(自答者 A)

11 'i'-J結五i誌は一式|司じものを用意してくれた。これを使って専門教員と一緒に実j設をして

いた。だいたい内容はわかった。(

@ に はさせてもらえなかった。 として;まある。

( lfii 

..は グループ内で していた。光の などは話iIljJ員 第入した

の観察については、触って観察し、レーズライタ

していた。またIi可じ村i物を家認でも育て母親と…絡に制察していたので、

nヲ仁科¥1u干していた。ただ、産学校に入ってからこれまでの体験に比べて宮全校の

授業の専門性会行まるかに高度なものであることを知り、感動したむ(得者

@ やっており、分が器具に免~! はなかった。

l
 
i
 

〆4
4
7
1
1

、、、

誕百~ l~l がついていた lill

先日誌として詳していた

l名(田谷者をi往いては本的に実完全は

かった。また、|可じ実器具を l式立して

もらっでい もいたが、

いた。また、

にJ文科Pの手 IllJごはない:宇mWJ と 1対ゐ 1でクラスと;ま

で訟を 関しては触って し、レーズライターに己5まして出

もて、/tj:殺と復していた名牟もいし してしユたよ あった。 中にはliiJ 物を

。
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社会

5名とも社会科の授業については、恭本的に理解できたと回答していた。また社会科でイ史

われたビデオ教材に関する回答は以下の通りである。

@ 特別な説明はなかったが、だいたい開いていてわかった(回答者 A)

@ 補助員が横で説明してくれた。だいたいわかった(回答者 B)

@ 基本的に説明はなかった。 時々隣の友達が説明してくれた(回答者 C)

@ 担任教員がビデオを見ながらクラス全体に対して説明をする形で教えてくれたのでわ

かった。時々先生の説明がないときも、先生の真似をしてクラスの誰かがクラス全体に

対して説明する形で教えてくれた。(回答者 D)

@ 説明は特になかったが、だいたい聞いていてわかった(回答者 E)

ビデオ教材は説明の有無の関係なく、比較的理解できていたと答えていた。また、回答者

の中には補助員ではなく、担任教員がクラス全体に説明する Jr~で状況説明をしていたケース

があった。

家庭科

5年生から盲学校に転校した I名は家庭科はやっていないが、他の 4名の181答者からは調

理や裁縫に関する回答があった。

@ 調理はグループで行うことが多く、手を出すと嫌がられたので見学していた。調理も裁

縫も基本的に見学していた。(回答者 B)

@ 調理はグループで行っていたが、手を出すと嫌がられたので見学していたことが多かっ

た。また、裁縫はとにかく 1時間がかかり、他の生徒が次の課題に進んでいるときもひた

すら縫っていた覚えがある。 基本的に調理や裁縫は家で母と復習していた。 (1m答者c)

@ 補助員が入り、色の組み合わせやミシンの使い方なとご支援してくれた。家庭科は得意で

あった(回答者 D)

@ ←W;~科の先生であったこともあり、支援がなかった。 裁縫などはしたことがなかったが、

先生が)司ってきてくれては縫ってくれていたため、完)成瓦iJi日11

jルレ一フプ。でで、行行:うことがおおく、 グループ内で役主IJ分犯をし参加していた(IUI答者 E)。

家庭科は比較的グループで作業することが多く、クラスメ一トカか、らは食lJI目l

がられたと 2名回1答答奇寺;していた O 全般的に加盟は見学していた者が多かった。また、専科の先

生であったため、:Jtt1子と比べ|笥告に対する開併がなく本来ならできることもやらせてもらえ

なかったという回答もあった。

rr 
00 



隠Ji商工作

@ えられたときはテルミ iで いてい

@ 

また、写生の時間は、

りながらレーズライタ

補助員と

@ できることは…諸にやった

答者A)

じたことはなかっ (Ifu答者

c) 

.器物を思意してもらい、 どは知3哉とし えだが、うまく

けず、密工は苦手でめっノ'-0

@ 界えていたときの記'憶を頼ちに掠い どうしてもかけない部分辻 てもらっ

え、¥搭きていた。まったく懇橡ができな

終え に描いてもら 。

えられたりしていたが、 5名と

ついて詰知識として党えていたが、理解できなく、

もってい い子門司蕗聞であるのに靖眼児と向じように

ぷ主主治t
iヨフ?三

えられてい

ぷ関しては、点

つにひまた友達に

もあり、点訳さ

とが考えられる。

とがわかる。

されてい もいたが、

んでもらい、 ド、レ、ミと音符を

意されていても本人に対する

唱惨 なおとぴ、 けっこ誌参加してい など

対 1でマット など{告のことをやっていた。 A) 

@ 部イíi持拡~創立一;詰にやり、 れ以外は基本的に

B) 

はアイデイ

きる限り していた。

し

ちない事物

えたと答える回

に書き換えていたとの屈

指導が不十分であったこ

の先生がでてきてくれて、 l

のことをしていた。(

唱診 平jゴ件の ~)~Lt によって参加]させてもちえる競技の i揺 ったが、 していた。

理のある先生が担任 ったときは、ドッ jしも一諸に と ない

していたo (問答者

務 謀本I~l(-J に参加していた。悲技もんールを特別に J}/- )レを変えてもらって参加していた O

ただ、 lijJ属官学校に転校後、体育の授業を受けたとき授業の寅の差を感じた。(回答者D)

• :H:l停が抑制していたため、理解もあり、比較的参加できていた。また、クラスも仲がよ

ったので、 -i緒に走るなど仲間同士で工夫してくれた。球技や試合のときは見学して

1 自発行G った替、絵と {弁言己
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しユ

(4 )グ について

、もしくは補助員がない場合は接缶教員会主鉾の学生が声に出して

んでくれていた。また、グループ作業は比較的うまくグループ内で分担し活動していたと回

答した者が多かった。しかし、中には常に補助員がついていたため、グループ作業見に

にされても寄ってきて助けてくれる友達はいなかったと田容している者もいたO

( 5 )課外活動について

5名がサ…クルや部活動に関わっており、中でも合唱部が最も大かった。描助員法

に課外活動などではつかないため、基本的に思ちの生徒に助けてもらいながら参加していた。

また、部活動はクラスと誌違うメンバ…で、かつ避 1屈しか会えないため、支援をしてくれ

るような仲間を作るのが難しかったといった声もあっ

( 6)休み時間のすごし び、人間関係について

5名中 3 して満足していると していた。

@ 良い友達に窓まれ、 で遊んだり、 りしていたo 桧を描くことが女子

きだったので、イ木み との

考え、なるべくはやり いた。(IEJ答者A)

4惨 に恵まれ、非み iま いた。 I時々意地悪なことを

われることはあったが、そのつ もしていたことが良かったのだと思う。

@ クラス全体の仲がよく、クラス にあたってく~'Lた。よ に恵ま

の と思うひ

@ 

@ 

@ 

のような回答もあった。

のころの人間

自によって違っていたc 女子の中には常に

よっても

c) 

わっていた。クラス内の

休み時間は 1入でいたり、友達といたりと

ープがあり、そのグループのリーダーに

れた子ほど優しかった。(

lま もグルーな仲がよかっ

をつくるの

に1人になっても てきてくる

中は常に補助員がついてい

は少なかった。あるとき、一人

ないと補助員に下ろされたこ揮にジャン ム つ

と !習はあまり楽しくなかっ 。

( 7 ) であると る

@ i舌は斗年間といっ であったが、良U あった。 も
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• 

• 

などに関心があるのは通

の中で靖!謀者と

ったからであり、こうい

っている。た~、

り返るとそれ江ど知識として残っているものは少ない。読むのは点字・であったが、ノ

トや提出物はすべてレーズライターに鉛錐で書いていたことに誤界があったのかもし

れない。盲学校に入学したころは、通常学校にいた顎と比べ宿題の量も少?なかったので、

物足りなくも感じたが、ノートを点字でとれ、また先生に提出できるということはうれ

しかった。自分が自由に読み書きのできる文字を持つことは非常に大事であると思う。

(回答者A)

ったと思う。

などの授業に

える子と一緒に過ごせた時間辻

はできなくて当たち前の教科が多く、

に参加lできたときはうれしかった。ま

ないことは開ける環境にるったが、

に立ってしまった。通常学校で

では嫌がられるかどうかといつ

に対し理解のある教員と、教科

ると思う。([惑答者B)

れほどなかっ
Jゅ

令ご きたことにより、

に貴重であ

に入学後、

の高

すよ

る環境が当たり前だと患ってしまうのは'昨いが、富学校のように

のある環境で学び、自分が必要とする支援を知っておく必要iまあると思う(容者c)。

@ 母親、 、及び担任の連携が取れていたため支援もうまくいつ

も7主ま に詰足し

に当たっていた

したつもちでいたことが、十分に限解できていなかったことがわかっ~。 には

に通う選択肢

知識と楊煮詰害の

をボランテイア及

さまざま会科激があったので、通常学校を会習する

きである。しかしそういった場合、特に実技教科に

う。また、教材や

びjミ:裁が行っているといった実熊は改善しなくてはならない(回答者 o

.. -ilIJ常三主将では1Itlt常の学生たちと…綜;に学び、迷惑も含めて一緒に学校生活というものを

@ 

ことにメリットを感じている。しかし、子どもながら、将来に対するプレツ

ャーは感じており、不安であった。盲学校に入り、実に閉じ境遇にいる人たちに出

い、社会におて行く先輩を見ているうちに、こうした不安も消えていった。通常学校

では開じ陣容を持った相1間との出会いの場をどのように確保していくかが問題で、ある。

に入学する前は常に告人のペースに合わせていたように思う。 適切

ろっていなかったため、学校ではもちろんのこと、宿題をやるときでも の者I~

に合わせないといけなかった。富学校では視覚障害生徒にあったペースで授業がすす

められ、碓実に教科を学?討する笑j惑が持てた。また、自分のペースで宿題もできるよう

になったため、 11Jめて I分のn寺li，¥]Jが持てた(回答者目。

-



まとめ

( 1 )教材教具の提供

点字教科書が供給されていた地域もあるが、教材や資料の多くは地域の点字ボランテイア

及び母親により提供されていた。これには多大の時間と労働が伴っており、このような形で

しか入手できないというのはn:¥J題である。|閉目答者の多くがに中i

て、中学になると副読本が多くなり、ボランティアやお1の力だけでは教科書?の点訳は限界が

あったことを挙げている。

( 2 )補助員の導入

本研究で調査対象となった 5名のうち、入学から卒業まで補助員がついていた者は 2名で

あり、補助員がついていなかったのは 1名であった。郁助員がいなかった回答者から以下の

ことが明らかになった。まず、「教材はそろっていたが、違う図表をみて一時間が過ぎてしま

うこともあった(回答者 c)Jというように、視覚中心である授業で、視覚障害児が音声のみ

を頼りに、触覚によって資料から必安箇所を見つけ出すことがj羽難であることである。この

背景には、教員が触覚で、学ぶ一盲児の特性を理解していなかったことや、点字教科書は通常の

教科書と大きくページ数がずれていることに対する教員の配慮がなく、視覚障害学生が自力

で必要館所を見つけ出すことをより困難にさせていることが考えられる。

その一方で、補助員はいなかったもののクラスの雰囲気がよく、クラスが一体となって支

援に当たっていたケースもあった。しかし、支援は教科により異なり、実技系の授業になる

とクラスメートも手一杯になり祝覚障害をもっ友達の支援まで手が回らなかったというのが

実状であった。

一方で、補助員が6年間ついていた回答者からは、「補助員が常に一緒にいたため、友達が

寄ってこなかったJ、「補助員がジャングルジムは危ないといって遊ばせてもらえなかったJ

など補助員がついたことによる制限も明らかになった。したがって、補助員の導入が必安な

一方で、補助員は視覚障害の特性と一人の生徒としての力量を見極め、必要を満たし、かっ

過保護にならない支援を行うことができる力を持った教員、すなわち、教師としての専iヨIJ'1生

と視覚障害教育専門家としての専「引生を兼ね備えた教員でなければ、視覚障害児の活動範囲

を狭めてしまうと忠われる。

( 3 )担任教員の理解

担任の障害に対する迎解も視覚障害児が通常学校で、学ぶ上で欠かせないことがわかる。視

覚障害は触覚に頼るため、資料から必安箇所を見つけ出すなどの作業にはどうしても i時間が

かかってしまう。また、板害事項の読み上げや「これJrこの」といった指示訪をなるべく避
けるなど祝党鈴害特有の配慮が必安となってくる。視覚障害への理解がなく、こういった配

慮が担任教員にない場合は、「同じクラス内にいるが、基本的に有no)J員と 1対 lで授業をやっ
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ていた(題答者、 Jといったように、 が常iこ

対し理解のある

の棋で説明するなど、補助

中 なってしまう。 をもっ ら、

書は ではなく の先生が読みよ くれてい の

るようにな号、クラスの設から

の障害容に対する理解の姿勢はク

げてくれるようになった」とあったよう

にも影響を及廷すことが考えられ

る。

また、 時間における

な

には、

えることが強く望まれる。

(4 )体護者の要求

間における 、そして図工の

った。このような

る専門家による研諺などの

児の は、学校梯(救育委員会)から「視覚醒害に対しての特おな配慮、

はできないJ

した者がいた。また、

ス令体のレベルの低下を

した場合、

どもたちと開じ指導を学手交に

における

られるケースが多く、回答者の中にもこのような条件

ら視覚障害見が入学することによりクラ

いったケースも事在した。このような状況で

クラス全体から取ち残されることを懸念し、他

しがちである。このような背景もあって、

、」して図工の時間ιおける写生な」、

に費やされてきたと考えられる。

を受けたことがなかった者や、点字を十分に学習

ため、自分が使える文学を持たなかっ

て開じことを要求するには無理が伴い、

が学校でI1青

は勿論のこと、

( 5 )点字やさ長行訓練の保i毒

な時間がf確保さ

く、また

ーション主主言をな

の専 よる

るゆえに なる

あった。 点字の

ったが、

である。

であるが、

を け丈?こ

関しては、 にリハピワテ

出物はす てレ ライタ

と回答者の 5名のうち 4名が答えていた。

また、田谷者の多くはノ…トをとる習協がない、もしくはノ

岳う子では読めず家で母親にんでもちっていた。

きのできる を持たずにい

しなくてはならない。
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研究3

イギリスの視覚障害児特別支援に関する実地調査

鳥山由

青松利明



特腕支援教育における

視覚障害教育の専門性をどのように保障するか

ーイギリスの視覚障害児特別支援教育の現状から我が国の課題を考えるー

はじめに

イギリスでは、 1880年代からの教育改革で、障害児の通常学校での教育が基本方針とされ

ており、我が閣の特殊教育から特別支援教育への変換に当たって、イギリスの経験が参考に

されている。「特別な教育的ニーズJという概念は、ウォーノック報告による iSpecial

Educational Neεds: SENJという考え方を取り入れたものであり、既に養成が始まっている「特

別支援教育コーデイネータ -Jは、イギリスの小・中学校に配置されている iSEN/CoJ(特

別な教育的ニーズ (SEN)コーデイネーターのことで、「センコー」と呼ばれる)の日本版と

える。しかし、イギリスの特別支援教育の中での視覚障害児の教育の現状については、ほ

とんど紹介されていなかった。そこで、筆者は本書の監訳者である青松利明氏らとともに、

2003年秋と 2004年春に、それぞれ約 2週間イギリスを訪問し、視覚障害教育のさまざまな

形態を参観し、教育関係者への開き取り調査を行った。その結果、イギリスにおいては、多

くの祝覚障害児が通常の学校で学んでいるものの、そこには専門家による手厚い支援がある

こと、また、視覚障害児を支援する専門家のキーパーソンは、 iSEN〆coJではなく、視覚障

害教育の専門教師として認定された iQTVI (Qualified T eacher of Visually Impaired)であるこ

とを知った。また、英国盲人協会 (RoyalNational Institute of the Blincl， 以下RNIB)が、視

覚障答児の教育について、「通常学校における支援の行き届いた教育」を基本方針としながら

も、祝覚障害児のニーズに対応した教育が行われているかどうか、当事者団体の立場から目

を光らせていることを知った。

そこで、本稿では、イギリスの祝覚障害児特別支援教育に関する文献調査、聞き取り調査

の結果を、以下の観点で設現して報告する。

① 視覚障害児の通常学校での教育を支援するシステム

② 視覚障害教員の専rllJ'性を保締するための教員養成プログラム

③ 英国盲人協会 (RoyalNational Institute of the Blind : RNIB)教育部の活動

ギリスの教育制度

( 1 )学校教育の段階と試験

イギリスの学校教育は、以下のょっに 5段階で構成されている。
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①就学前 (2歳から 5歳)

②初等教育(5歳から 11歳)

③中等教育前期(セカンダリー・スクール、 11歳から 16歳)

④中等教育後期(シックスス・フォーム、 6thForm 16歳から 18，19蔵)

⑤高等教育(大学、 18歳以上)

義務教育は、初等教育と中等教育前期(5歳から 16歳)の 11年間で日本より長い。大学

進学率は低く、また、中等教育後期(シックスス・フォーム)は大学入学資格試験のための

コースなので、 16歳までの義務教育で学校教育を終える人が多い。

イギリスは、国家による学力試験が多い国で、次のように、 5回の学力試験がある 0

・キーステージ 1・-小学校2年生、英語と算数

-キーステージ2・・小学校の6学年 (11歳)、英語・数学・理科

-キーステージ3・・ セカンダリー・スクールの 3学年 (9年生、 14歳)、英語、数学、

理科

・キーステージ4・・ セカンダリー・スクール5学年 (11年生、 16歳) この試験は、一

般中等教育資格試験 (General Certificate of Secondary 

Education:GCSE) と呼ばれる。必修7科自に選択科目を追加して

9から 11手ヰ目を受j挨

.Aレベル・テスト・・ シックスス・フォームの 2 年自 (17~18 歳)多様な科目から大学

受験に必要な科iヨを選択

なお、イギリスには、日本のような大学の入学試験はなく、志望大学の指定した科目のA

レベルの科目を履修しテストを受けることが、事実上の入学試験になっている。また、大学

進学をしない場合は、 Aレベル試験のかわりに、全国一般職業試験 (GeneralN ational 

Vocational Qualification: GNVQ) を受けることもある。これらの試験の成績は、一生、その人

について回るだけでなく、 n歳、 16歳、 18歳の試験の成績は、それぞれ、小学校、セカンダ

リー・スクール、シックスス・フォームの学校の順位付けとなって、公表される。そのため、

順位の高い学校に子どもを入れるために、その地域には教育熱心な親が押し掛け、アパート

の家賃も高騰するという影響も出ている。

( 2)地方教育行政組織

以上のように、ナショナル・カリキュラムと全国学力試験による教育の国家統制がある一

方で、学校教育の運営に関しては地方分椛が進んでおり、「地方教育当局J(Local Education 

Authority，以下、 LEA)が責任を負っている。例えば、ある視覚障害児を地域の学校で教育す

るか、学区外の寄宿制盲学校で教育するかの最終判断も LEAの椎限であり、そのために必要

な費用は LEAが負担する。したがって、視覚障害教育の現状も、LEAによって異なっており、

費用がかかる盲学校への就学を許可しない LEAと、盲学校への入学を希望する保護者の問で

の裁判など、 トラブルもある。
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全国は、約 150の LEAに分かれている。しかし、 LEAの大きさはさまざまで、たとえば、

ロンドンが約 30の LEAに分かれているのに対して、第二の都市であるパーミンガムは一つ

のLEAであるという具合である。

特別支援教育(盟関)の枠組みり

( 1 )ウォーノック報告からの法整備

イギリスの特別支援教育は「ウォーノック報告」から始まっている。この報告では、結筈

カテゴリーに基づく分離的特殊教育の弊害を指摘し、特別な教育的ニーズ(Special 

Educational Needs : SEN) という枠組みを提唱した。つまり、「視覚障害者だから富学校でj

と決めるのではなく、一人一人の状況に応じて、柔軟に教育的な措寵をしていこうとする考

え方である。そして、 1981年教育法によって、特別な教育的援助を必要とするような学習上

の困難がある子どもが、 ISENを持つ子どもJとして定められ、 LEAの教育的援助義務や、

教育への親の参加枠三も規定された。特別な教育的援助を必要とする子どもは、障害児だけで

なく、英語をうまく話せない移民の子どもや軽度の発達障害の子どもなど多岐にわたり、 5，

6人の子どものうち一人が該当するともいわれる。その多くは、これまで、通常の学級で放

置されてきた子どもである。

その後、 1995年の障害者差別禁止法、 1996年の教育法の修正を経て、 12001年特別な教育

i拘ニーズ・障害法Jが成立した。

( 2 )特別支援 (SEN)の段階

イギリスでは、子どものニーズに応じて、特別支援に次の 3つの段階 (Stage)を設けてい

る。

① スクールアクション (SchoolAction) 

子どものニーズを学校が認知し、通常学校内の支援チーム が子どもを支援する。

② スクールアクションプラス (Schoo1Action +) 

通常学校内の支援チームに、 LEAの専門家チームの巡回相談・支援が加わる。

③ ステイトメント (Statement)

教育心理士が公式アセスメントを行い、その結果、支援の必要性が公式に認め

られれば、ステイトメントという文書が LEAより発行され、子ども一人あたりに支

援資金もつく。この段階の子どもに対しては、各学校がその支援資金を得た上で、 LEA

の専門家チームの援助のもとで、子どもを手厚く支援する。この段階の子どもは、 l 

~2% で、 E! 本の特殊教育の対象児とほぼ向じ比率である。

( 3 )ステイトメントを持つ子どもに関するデータ (2001年)

① 特別支援の対象になっている子ども (SEN児)は、学齢児の 5人に一入、すなわち 2
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C弘容在する。

② SEN児のうち、視覚i意害児は O. 25%にすぎない。

③ SEN埠のうち、ステイトメントを持つ子ども拭 15%である。

視覚障害克のうち、ステイトメントを持つ子どもは 60%である。

以上のように、 障害児は S巴N るカ宮、ステイトメントを

は、専門家による支援を必要とするどもの比率以非常に高い。

もであること会ぎわかる。

(4) の人数

RNIBの による 2002 けるイギワス の人数は、次のとおりである。

(2002 

歳) 話
一
人
一
人
一
人
一
人

~…

9
…

知

一

泊

一

鉛

松
丸
一

4
…

4
一

己

一

9

4

「白川一

A
寸
一

4
寸

一

守

一

一

。

J

1650人

1970人

犯人

5750入

5210人

140人

11100人

3670人 20190人

SuεKeiJ aηd Louise Clunies-Ross ， 2003 

を

中
シ)

とよとべると、

を合わせて 20，190入と、

しているが、

いことに気づく。イギワスの人口は

の人数を 2倍にしなければならないわ日本の約 2分の lであることを考えると、さらに、

けである。しかし、我がl到の場合も、

ることや、

どもの 3う0'-の l

の約 10 され、イギワスと似

している

に障害があると

とを考えると、拐殺の

している子ども

る。しかし、

に在籍している

も辻、現在、

もの 弘、

J

e

l

し

;

5

i

 

斗
よ
い
お
レ

て

、

会

れ

て

き

C々

して、イギワスでは、ぞれらの子どもを

もの数が把握され、支援がされていること

ら豆、

に関して

いである。

を必要とする
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視覚障害児の教育の場………………………与

( 1 )視覚障害児の教育の形態

視覚障害児の教育の形態は、通常学校での巡回支援、通常学校内リソース・ベース(リソ

ース・ユニット)、富学校、その他の特殊学校である。 以下に、それぞれの教育形態の特色を

まとめる。

① 通常学校での巡回支援

家の近くの学校に子どもが通学し、通常学級で授業を受ける。 lEAの特別支援教育組織

(工EAによっては、感覚障害支援組織と言うこともある)に所属する巡沼教部(視覚障等教

育の専門家)が定期的に学校を訪問する。各児童生徒には学習支援助手がついており、巡!E[!

教師の指示に従って、教材の準備をしたり、授業に付き添って補助をする。

② 通常学校内リソース・ベース

通常学校に視覚障害児を支援するリソース・ルーム(教材作成センターの機能も持つ)を

置き、専門教自ijjや教材作成者を配置し、地域内の視覚障害見を通常の学級の授業に参加させ

ながら、まとめて支援する方式である。歩行訓練士による歩行訓練など、自立活動的内容の

指導も行われている。

③ 盲学校

1960年代には約 40校あった盲学校は、現在、 15校になっている。小学校段簡では、重複

障害中心の盲学校ばかりである。中等学校段階では重複障害対象の盲学校のほかに、

害対象の盲学校が数校ある。 RNIBは、進学校であるウースター・カレッジのほか、吉懇を

含む重複障害児の学校など3校の盲学校を経営している。

④その他の特殊学校

障害種別を I~司わず、自宅から通学できる範聞の学校というコンセプト

主に重複滋害児を対象としており、視覚障害教育の専門性は乏しい。

さ1"Lている。

( 2)視覚障害児は、どこで教育を受けているか

RNIBは、 2002年に、全部の 97の LEAを対象に、視覚障害児の就学状況の調査を行って

いる。その結果は、視覚障害児全体と、点字使用者に分けてまとめられており、インターネ

ットでも公開されている (SueKeiI with LouisεClunies〆Rose，2002，2003)。表2はその調査結果

をもとに室在手雪カ吋午j戎したものである。
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表2 イギリスにおける な教育の場

(207入〉

通常学校 57もお ヰヲ号ら

ワソース・ペ ス ヰ号{J 33事

(207人)

通常学校

Sちら

601ら

39% 

36守0

お

99% ニコロ

33.500/0 

94.50加

S山 KeH louise Clunies ， 2002，2003より著者作成

説党i毒害児全体 の場の傾向

2かちわかるように、

!B:I揺導ーを受けている。リソース・ベースに

8%にとどまっている。言学校も、

47% して

で4弘、中

る%にすぎない。

とも、

を占めている。したがって、 の 80~90%が、通常の学校と

学校 けていることに去る。

(イ)点字を使用する児童生徒の教育の場

に111えってみると、 が異なっている。小学校段暗

もがで最も多いが、祝党i輩害見のためのつ

も16弘となっている。ぞれに対ーして

である。すなわち、点字を使う子どもの

では、

ソ…ス・ベ

i豆i

とともは O. % 

よち

そも

l中

21%、リソースベ…ス 39%、

いえる。な山、 いのは、そも

とん いためである。

になり、通

36%、その他の

を

3%とな

いる

いる。

小学校段階にくらべて、リソース・べ…λと盲学校の くなっている。その Jll~虫とし

円。
ハ
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ては、中学生になると、各教科の支援が一人の巡回教師だ「けではまかないきれなくなり、よ

り専門{生の高い支援を受けられる場を選ぶためと考えられる。なお、富学校以外の特殊学校

には、点字を使う子どもはほとんどいないことも特色である。

このように、学校選択において、視覚障害児全体の傾向と、点字使用者の傾向は異なって

いることカまわカ1る。

視覚障害児のインクルーシブ教育に関わる専門家

祝覚障害児の通常学校での教育を支える専門家としては、①SEN心o(特別な教育的ニー

ズ (SEN) コーデイネーター)、②QTvr(視覚障害教育専門教員)、③TA(学習支援助手)、

④テクニシャン(教材作成担当者)、⑤歩行訓練ゴごなどがある。以下に、 SEN/CO，QTVI l TAに

ついて説明する。

(1) SENコーディネーター (SEN-CO : Special Educational Needs Coordinator) 

通常の学校に必ず 1名おかれており、特別な教育ニーズのある子どもを掌握し、専門家を

コーディネートしたり、「ステイトメントJなどに伴う文書処理、財務部の処理を受け持つコ

ーデイネーターである。日本では、イギリスの SEN~CO を通常学校の慰害児支援の専門家の

ように理解する傾向があるが、視覚障害の専門家は QTVIであり、 SEN〆coには視覚障害教

育の専門性はない。なお、 SEN〆COは、コーディネートや事務・経理処理の支任者であるた

め、管迎n践が兼ねていることが多い。

( 2 )視覚障害教育の専門教師 (QTVI: Qualified Teacher of the Visually Impaired) 

QTVIは、視覚障害教育の免許を有する教師で、 もつとも専専ゐ!'ヨ引l

でで、きる O この免許はもともとは、盲学校教師に法律で義務づけているものである。巡回数師

やリソース・ユニットの教師には法律での義務づけはないが、この免許をもっていることが

採用の条件であるため、専門家はみな QTVIの資格を持っている。この免許は、通常学校の

教師の経験が3年以上ある人が盲学校就職後3年以内に取得する資格である。パーミンガム

大学、ロンドン大学等で2年間の通信教育で取得することが多いが、期日司中、毎週 1罰は大

学で指導を受け、最後に教育実習がある。吉学校がどんどん減っている現在でも、毎年、約

70人の教員が QTVIとして巣立っている。なお、このような免許が法律で義務づけられてい

るのは、視覚障害と聴覚障害だけである。

このように、盲学校教師に義務づけられていた QTVIの資格が巡回数日i!iやリソース・ティ

ーチャーにも拡がっている。 2002年現在の統計では、巡回教師の 9.3%が QTVIの免許保持

者(うち 17Sらが取得中)、リソース・ベースの担当教師では、 93%が免許保持者(うち、 27%

が取得中)である。
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( 3 ) 

ある

にイ寸き

トする人。教材

トしたりする。

したり、

は必要では

をしたり、

寸人前修の機

長」 いる。たいていは、 QTVIの もとに働いている。

援支 安安支
1"1.1¥ 

( 1 ) 巡回教師の例

どもが通常学校にいるときに辻、そ

児の場合は、毎告のこと

をする。筆者ら

どもに誌「ステイトメント」を

き、巡

の指導"をしたち、

センターを?

校内には、

れ、

ども

の巡回教師

を得た。

リンタなどを リソース・ルーム ら

の に担Eけ思ってい

自教師は、

また、マンチェスター郊外の才一jレドハムという lllJの 七ンタ

をしていた。

したが、

ふぜ と i掲

につよりも告三子たちのほうがよし

まで、はここ

るので、ウースタ

専門 くな の

も考えていると詰っていた。

( 2 )リソース e ベースのある

いくつかのリソース・ベース したが、その中の一つ、タプトン・スクールの例を紹介

る。この学校辻、シェブイ…jレドというイギワスの中央部の者にある生徒数1500入の中・

して、同様なユ ットをも る。タクシー ってくる

タクシ一千えを 担している。

は14 をしており、 うち、 l名が つ ワソース・ペースの

スタッブ 7人で、内 ワソ ス・ イーチャ (QTVI)常勤 1入、 入、コンビ

ュータの技中I[]:者 常勤 2入、 1人、 1人といった

つに口 1)ソース・ティーチャーは、 、ワソースルーム しているが、

る

など、大変忙しい。 ワソ

る。楼~オとしては、パソコン、スキャナス)vーム

ーモブオーム、

しておく

をとちながら、

リン夕、カラープリン夕、コ 機、 アル
くよ

と

と

イターなどがある。 2人の技術者辻、

拡大教材を、パソコンで作成していた。
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(3 ) 

した。 1つは、パ…ミンガム市内の留学校で、最近、

を造り、引っ越してきた。校舎をつなげたの辻、

とつ

なかっ しい

子どもを富学校で教育しながら、できるだけ、通常の学校との

幼柱部から 1=1:1等部までの学校で、ほとん

もう 1つは RN誌が経営するウースタ…商学1交 (RNIBNew 

100入、イギリス全二iこから

11歳からお萩までが義務教育コースで、その上に

FORM)がある。

めである。

of である。

ち19戒が在学している。

の;室等部(6 th 

ウースター富学校は、

活動)に力を入れている。

ング-リストによる教科の

ノすーミンガム大学の QTVI

との教員の研究会のつ

、「アウトリ…チJ

フォーカス・

のた

I~m研究会、〉メ…ワ

門性に特色を持っている。ま

に協力している誌か、 RNIBが主告する教科ご

している。

英 人協会(罰則の役割々

( 1 ) とは

RNIBは、点字を百人j刊の文字として広める事会話的にして、 1868年に、 トーマス・ア

テージ¥博士によって設立された。 2年後の 1870年には、点字を触読文字として認知し、点

などを開始したo 1918年に吉学校の経営を開始し、

の職員であり、そのヰ:Jには、 3

RNIBのj舌は、

ョン、具開発.J張先、 i態害予;誌、ピア・

は 3000人で、そのうち、約 1000入
川
叶
吋

2
J

i
 j
 

も含まれている。

悪用支援、リハピワテーシ

ト、情報提柱、研究用図書館等がある。

( 2 )の教育面での

RNIBの についての

されている。その

は、 1999 月に出され (Pohcy 

は、 べて

提供、

ての第 1の

、43V
 

である川、 について

であるとしている。

は、①アセスメント、②ゴンサルテイン/、

の開発、⑤ネットワ…クの杭築、

⑦研修コ…スの -笑路、 ③レジャー活動の全語、 、⑪イン
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クル…ジョンに関する鵠査・研究、

のユニークなものを以下に認介し

としては、

政への働きかけ、な る。その中で、いくつか

ほかに、富児が入 の を ための

として、 rAbi る。これは、アピという名前の

3 0巻から成る。おページに

に読友うるようになっている。スト…ワーの特徴としては、聴覚や触党で

を中心にした if伐 11という詰が多く強われてお号、アピの行動範囲も富;己iごと

の雷i実物語で、 1

oページで構成

父母:、

ジに ベC 教師、

のそチベーションを与えているの る。

ヘ
マ
ポ

険

を

て な範囲に広がっていく。つまり、こ

統的に

RNIB 

し、 30 つ を し三る。

-数学で)~3 いる測

もその一つである。

の

つ ど多々あり、

さに応じて、

に伴う色の変化など、首児童生徒

、セン

実験、

ギリスでは、 1960年代に、 RNIBの経営するウ…スタ

レベルを援惨させる指導法ヨ

である。イ

で、[寄生誌に数学と物茨HのA

によって開発され、 RNIBでw立
されるようになった。手えがi芸でも 1970年イミにj喜光若誌がイ乍Ji支された古人その4麦、メーカーの

RNIBの感光器を入して使っていた時代があった。このように、 RNIB

の教材の誤給においても大きごと役割を来たしている。

RNIBは、 3~交の のはかに、 レッジも経営している。その lつである RNIB 

)は一般の職業カレッジに隣接してお号、祝党障

と中

Vocational (Loughborough 

カレァジで、通常の学校で

う一方で、可能な生徒を一般のカレッジの

に対しての文援活動(アウトリーチ)も

と させている。 、他の職業カレッ

れている。

( 3 )インクん…シブ教育iこ関する HNIBの語査・

RNIBでは、 の笑態について、椋々な調査を行い、その結果をもとに当

における祝党

を行二っている。そのような

によりまとめ

のーっとして、

iShaping Thと

6 -Im-)の第 1 1ヨを

調査報告

し、「イ

リスの

として、

として出j援し。

(ヰ) のネットワーク作り

RNIBでは、祝覚障害専門教員のネットワークイノりのために、 VIブオ…ラム、カリキュラ

ムグループ、地域ネットワーク、などのネットワ…ク作りを進めている。

の1=1:1のカワキュラムグループは、宮学校、巡教nln、1)ソ…λユニットの専111詩文部など、

いろいろなでf動いている QTVIたちカ人事文字1.また以テ…マごとにグループをれ:って指:ラzEを
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おこなうもので、その1=1:1心は盲学校の教師j1が担っている o RNIBでは、その成果を、「カリキ

ユラム・クロースアップ」という 10ページほどの.rHJ-子にまとめている。 Hll子は、 llITIにIテ

ーマを取り上げ、年間 4回、これまでに 19.IHJ'が発行されている。数学、理科、英語、地迎・

歴史、美術、体育、外国語、音楽などの教科が 1.lnJごとに特集されているほか、乳幼児期の

指導、性教育、特別措置試験など、テーマによる特集もある。 内容は、経験のある吉学校の

教師であれば誰もが大切だと思うような指導上の配慮事項を、具体的にまとめたものである。

しかし、これだけの配慮事項を、通常学校での指導においても必須のものとして提案してい

る点については、注目すべきである。なお、このシリーズは、 RNIBの他の報告書と同様に、

ホームページに掲載されている。

おわりに ……ずれ<:~. ~ v"………………………ぃ………、

現在、我が沼で進行している「特別支援教育Jへの移行は、イギリスをモデルにしている

と言われている。たしかに、イギリスでは、 80~90%の祝覚障害児が通常学校で学んでおり、

点字使用者も小学校段階ではほとんど通常学校で学んでいる。しかし、日本で'盲学校や弱視

学級に通っているような重度の視覚障害児には、「ステイトメントJが出され、通常学校にお

いても、特別な予算措置に基づく支援がある。また、 j点主字をイ使史F用;マ羽i丹3する児主生従のj場揚合には、

より専専[Iヨ刻引l

盲学校が減少していく一プ方子で、視覚障害教育の免許を取得した QTVIが毎年 70人も生まれ

ていることも注目すべきである。祝覚障害教育現場で働きながらの 2年間の通信教育には、

スクーリングや実習が諜せられており、 QTVIは、理論的にも実践技術においても祝党結等

教育の高い専門性を持っている。このことは、イギリスの特別支援教育の最も優れた点であ

るとし hえる。

もう l つ、イギリスの優れた点は、 RNIB がインクルーシブ事文育の中で、オ:tõ~党結害児のニー

ズが埋没しないように調査-研究、情報提供など、さまざまな活動を行っていることである。

インクルーシブ教育の仁!こi で、圧倒的に少数派で、ある視覚障害教育の専 1:1引~!:を保保する上では、

このような当事者窃休の活動は大きな役割を担っているといえよう。

しかし、これほどの支援体制を作り上げてきたイギリスにおいても、祝党障害教育の研究

者や教ni!iからは鋒者らに対して、「イギリスの失敗を見に来たのか」という発言もあった。 視

覚障害児のニーズに応えることは生易しいことではないのである。

引Fli文献

Sue Keil ancl Louise ClunÍes~ Ros (2003) Survey of eclucarional provision for bhnc1 ancl partially 

sightヒclchildrεn in England， Scotlancl e1ncl ¥Vales in 2002. Ro句ya叫1Nat廿jonall11s仁titutヒofthe Blinc吋仁d! 
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Sue Kくヒeil孔1wi江thLou凶ís{ヒ~ Clu川u山nieεS〆R之ose(2002) Rεpo工tof r凶

Chiリ1c1工民e1口1in Schools. Royal N ational Institut どof th(ごBlincl Ec1ucation i:1ncl Employment Research 

Dq川口11ent. (www.r凶
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イギ、リス 障害児特別支援教青 な訪問先

1. を いる

ノてーミンガム (The University of Birmingham) 

VICTAR Team (Visual Impairment Centre for Teaching ancl Research) 

Dr. GraemなDouglas

Dr. Mike Mc Linclen 

Dr. Stは veMc Call 

ロンドン 。fLondon)

2. 英i記事人協会 (The National Institute of the Blinζi: RNIB) 

①本部(ロンド

ミンガム RNIB センター

むN叫IBE払剖d点ぬh工ucはωa剖rionC εむω1ロ凶山10縄冷爪C丸，Bi註nni回n時19h印

3. センタ トセンター)

ノてーミン芳、ム司7

(ロンドン郊外) ニケーション

ancl Communication τeacher's Centre， 

オールドノ1ム ンチェスター郊外)

Service for VisuaI Impairment， uldham) 

4. 1)ソ…ス・ベース

イ ム

タプ i、ン スクール(シェフィール リソ…ス・ベース

。

と

ランツ ァク スク…ル(パーミンガム

0'-"'V¥"'"， Birmingham) 

①パーン リソースベース(パ…ミンガム

Resouce Base for the Impairment ) 

① クラウンウッズ スクール(口ンドン グリニッジ地

Visuallmpairment 

① ウースタ

Nc¥v 

Resol町¥ミ1oocls ，-'~'..lV'.H ，.L_V .l l \..l V 

- -



② プワーストリー スミス スクール(バーミンガム市)

(PriestIey Smith Sc11001， Binnin只ham)

6. 職業訓練校

RNIB Vocational College(in PartneぱJipw仙 LoughboroughCollege ) 
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J~ーミンガム大学教育学部視覚障害教育研究センター

(The University of Birmingham Visual Impairment Centre for Teaching and Research) 

QTVI免許取得コースの概要

-現職教H対象

.定U100名

.通tl制 2;1三コース

.スクーリング

・地Hチュートリアル

VICTARの最近の研究

-弱視の読7:

-インターネット利m
-モピリティと 1'1江教1i

-視覚lJr老人のデイケア施設の評価

.版科の ~~-I ' I <' ~::的支援

-祝¥'.!:障;iJ3日の全1.会的・精神的ニーズ

. .，1抜i草jJ児の触察教育

パーミンガム大学教育学部 視覚障害教育研究センター (VICTAR)

74 -

Visual 
Impairment 

Centre for 

Teaching 

And 
Research 



通常学校の巡回支援の例

マンチェスター郊外オールドハムの視覚障害教育支援サービス

(Eclucation Service for Visual Impairment， ulclham) 

スタッフ

QTVI (祝覚障害専門教員) 8 :'(=J 

lSA (学習支援助手) 55421 

事務-テクニシャン l名

ICT技術者 l名

オールドハムの視覚障害サービス担当件数 (2000~200l)

通常 特殊 メiコh、三iSーi 

就学前 23 

初等 91 27 118 

!こ!コ等 60 27 87 

継続 8 つ 10 

合計 238 

オールド)¥ムの視覚障害支援サービス

視覚障害児への直接的支援

.点字の指導

-歩行の指導

.タイピングの指導

. I~I の使い方の指導

.祝機能の評イiHi

・口一ビジョン機器の使い方の指導

.授業中の支援

-諜外での支援

視覚i埠害児への間接的支援

.IEP のイ/fJ~

75 -

-教育的配慮の説明資料の作成

.教科担当者への助

・教材提供

-支援機器類の提供

.試験の特別扱i置の決定



汐1 しド

概要

1969年につソース・ベースを開始し

1l~18 践の 1:1こi 1500人)

l入): 14 )¥_ 

るアドバイスやカウンセリン

なアセスメント

アドノてイス、

の

や LSAによる

事ー
バハペ
2

アレンジ

口一ビジョン

ADLの

I士

の

タブトンスクールのリソースベ…ス スタッ

*LEAの ~ v ス部I]I:J

アjレタイム

リソ フ¥‘子ベ 1 フ

テクニシャン つ 。
1 1 

斗 3 

- 76 
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タプトンスクールのリソースティーチヤ一 (QTVI)の役割

新任教Ll.新入生徒へのオリエンテーション

教科担当者との打ち合わせ・助言

教材の手配

テクニシャンへの指示

授業内での視覚障害児への支援

点字等取り出し授業

外部の共通試験のアレンジ

進路に関するアドバイス

親への支援

タプトンスクールのリソースベースで弱視用の拡大教科書を作成しているテクニシャン

テクニシャンが作成 ーた弱視用生物教材

教科の教員と相談 υながら晃やすい資料を作成 υて.る



ウスター盲学校

RNIB-NCW (RNIB-New College of Worcester) 

ウスター盲学校とは

. 1868年創立の進学校

. 1987年に女子学校と合併

・ltl~~ 学校(1l~18 歳)

・ '- I ~徒数約 100 れ

-通常の教科教打をしている唯 Aの斤学校

ウスター盲学校の学校案内パンフレット

(Aレベルの化学実験の写真が表紙に使われている)

口。
門

i



数学の教材

l
 

-

.• 
1
 
• 
司

'
 

e
 

F
 

V
 

-
曹

a-t 

『

グラフ

社会科用地図

360度分度器

立体地形図

ウスター盲学校の外部支援

立体模型

国別にはずせるパズル型地図

-バーミンガム大学への協力(指導法講義への教は派遣、教fγど宵受け入れj

.共通試験の点字 ・拡大版の作成・協力

・教科ごとのフォーカス・デイの開催(授業公開研究会)

・メーリング・リストによる教科指:!tに関する質問へのInl答

・1L活による‘般学校の教は、保護者の相談受付

・教科ごとに全|司の QTVIをとりまとめた研究会の中心
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視覚障害乳幼児に対する

早期教育の重要性

佐島毅

小林秀之



視覚障 幼児に対 期教 重饗

はじめに

ロセスに話ける乳幼児期 なんといっても

るということである。ほとんど知力に見える新生児が多生後5ヶ月にもなる

ノに手をイ!~3 ばして援号， 1 J設にi土歩き始め 1j設半をすぎるとことばを稜得する 4歳半に

もなると数や文学学翌の基礎となる知的諮カを狼持するまでに発達する。

などをグラフに現すときに対数手!II と1，10， 100を等間慨にとったIIi!ll) を)判い

るが， これ 斗時期ほ きいという ある

いえよう。

また， rアヴェ口ンの野生児J
験すべきことを経験し学んでいくために

ら追学習をしても:立ち果すことができ

みることも多その特哲史であるむつまり，なにかを

オ寸高では2

Y士、:rI::~ネ
グむ1去に

なIl寺揺がある。

視覚障 し
しシ} との

における専門性について考察したい。

発遼初期におけ の

に》外界の事物・事象に気づき楳紫と

を果たすのが視覚です。また，乳劫児期における

にとって3 掠るく P あるいは入れる‘出す・

るといっても過言ではありませんのつまり， 8ら

パックとの相互点::)吾

の意欲を引き出すために大き

は，椀党でとらえた外界のそノを

.対べるなどの活動に支えられてい

のj察官フィード

動をじっと観鈴し模倣したち，

項関係の成立)が活発になりま

うしたことを考えると，

に難くありません。視覚

との関係にそ/

動作や行

ちこむ活動

。

の発注を支えていくことが容易ではないことは，

は，人生仁jういてもっとも訴しいことを学び獲存し

ない中で 3 発速に必安な経験を

の結呆を説:語:でとらえることができない模散をすること

るからこそ，界期かちさまざまな椀からの指導が必要であると

ていく時期に.視覚からの

なくて辻;なりません O 自

きない子どもたち

いえます。
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脅行 視覚 の 民る ‘ .. ‘ 官金，..... 参、‘・.. ・‘ 宅島 4鳥 可吾 、 匂島 、‘署，.・

(1) 

4ヶ月ごろから

られるが、

を手がかりにし

る物に手を伸ン 10ヶ月

は 10ころからである(フライノてークホ(Fraiberg)， 

ケ月以前の知的発達段階にある事乳児では，

象Jがすぐそこにある(いる)ことを

におけるつ ン

ることを ると納得ーがいく。このように，…般に

をかけても「その対

きないことを

きるようになる時期

の段階で

している。 10ヶ丹という 目的

く) 1むヶ月 にキャッチアップしていくといわれている。

におけるつーチン

いことによる

遅 うそチベーションとなる魅力的な刺敢な

も示している。ま の

くの研究で指接されている。たとえば， iJ_J本・

20ヶ丹とかなちれを示すことがらかにしている。このよう

i百においても Ffまで

となるのがパ…パワズム(verbalism)である。パー

について体験的・ れられる

る言語のことをさしている

における側々の視覚

を及ぼすものではなない。ま

と視骨髄容との関連から

は の初期の -概念

ること である。
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初期の @概念形
F占『

...3::::.. 
Cごコ

(1)視覚障害幼克の

五 は、 の に辻 4つ となるII寺j罰 (10ヶ月、 2 

がある とを指摘している-，...こでは 2歳半および4 について

の祝点 ら説i莞 を理解したい。

2 壁の るところ

という年 ，大小， などのよじ較概念を 心フ iヨの時期 る。

は物 など れることなく， の物に ける相対的な 見い

だせる であり，初め 心ブ といえるowの柔li-たな は，

ような学習経験によってを開発されるのであろうか0

1歳半から 2議半における幼見の物を介したあ

の方向を合わせて入れるJ

らない

四角などの型はめに代表さ

であるひとれは，干にせ子っ

してみて) r体験I~ちに

イードパックを f… I~ll罪然J で

れるように J I平に持つ

四角

るといえる。 では，

しかし，盲児がこれらの「経験的に比較Jする

された教材・教具を用いて時間をかけ

る

準1f!1lしなくては

。
、‘
i
〉

?
な

た

ムJ

宇品

な

児では ると も江どなく i子

では健~~t~~ のようにスムーズに糠得されないことが多い。これは，視覚では大小も

{まも，二つの物のi笥の絶対的な差を「一目瞭然jで比較することができるのに対して P 触ー

なるということが関連している。すなわちぎ大小はニつの~与を

「主主党jによって比較することができるため絶対的な差を感じることがこと

つの比較する物の始点から終点までをそれぞれおに「触一運動感覚jによって

はi司 る'" 調査時的であるといえよう。

4i護学の壁の意味するところ

4政司王は，

象における

おIJ~VJ の

間を把握

2 

つの物に ける ある比較概念を えてI 3つ の物

を きる るようになる節目の壬手 ある。

-分解〉を し -斜め いう 3 のililllから

るようになる である。

幼児における物を介したあそびは パズんやブ口ック 3

つまり f体験的に令成と分解 iを

レーjレをつな

ドド心

この J
地
U うか 目線

でフィードノてックさi'Lる N では相当に教材と しなければな
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ないことは に想録さ 。

模倣と学習

え?ないとによる

幼児期

ることによって

である G そ

となる。

で忘れてはならないこと i之視覚的棋倣という点である。

などのすることじっと観察し， i見ょう見まね」

はない。富児は「見ょう見まねJのでおない子ども

さることがらを「手とち足とち」準備することが

視覚 幼児の

(1) な知能検査・ 適用と限界

に対して，標準化された発達検査や知能検査を適用する場合2 いくつかの点で

ある。たとえばW 1 S C-illの場合， 11患動予訪j作作'1

には笑施がでで、きなしい1、O いろいろ工夫をして実施をしたとしても，
こから得られる評点は純粋に知的機能のみを反挟しているとはいえない。弱祝児も向様であ

り，動作性検査結果は弱視児の視力や視野など視機能の安部にも夜存するため，動イ性知能

してることじ誌ならない。種々の発達検査も見えていることを語誌としている検

に物を扱っておこなう項iヨが合まれている。したがって，同様にそのま

して発達指数な

視覚障害党には， WI SC-illな

を弱祝児に迎する場合には，

イーんを読みとることが大切であり P そ

が大切で、ある(佐島津 1的8)。

ることは適切ではない。

を実施するのが一般的である。もし，

を

を主主n能Jとし

してブ口フ

に扱わないこと

o K 

広D 式党|年

れた検査であり P わがi霊塔ーの

については，小林が次のようにまとめているむ

の年齢基準としている。

に，視覚を必安とする;項目が合まれていない。

③1:1 'ìt~の生活で矧採され，容易に成長の事実を捕らえることのできる項目

にも通j苦できるよう，発注初期に出現する成長の事実を多く

として 1982年に

る， 198針。そ

々
C

されている。

でいる。

の各領域開で的パランスを把握できる。

の発達の特徴である発達の不安定さを きる。

なお，広D はrl'iJまさ ら J Ji札 の文献などで

84 



公表されている。

発達的視点からみた先天蓄と後天盲への理解

(1)視覚表象と失明年齢

先天盲と後天盲(中途障害)の速いについての理解では，視覚表象がキーワードになる。

中途障害では全富であってもそれまでの祝党経験から三次元的な412党的なイメージを獲得し

ている。一方，先天盲児では，これまで述べたような「触覚の世界Jの中で認識の力を伸ば

す必要のある子どもたちである。

このことは，特に歩行訓練や生活場面における空[自の理解について指導する場合に重要な

祝点となる。すなわち，三次元空間のイメージのある後天宮へのアプローチの方法と，発注

期(認識の能力そのものが成長して新しい知が成長する時期)に視覚障害のある富児への教

育の方法は，本質的に異なるということである。

したがって，中途鯖寄のリハビリテーションのアプローチの方法を P 学齢期にそのまま適

用すること望ましいとはいえない。学齢期では，認知の発達に応じて空間理解を拡げる指導

の一環として，歩行指導などを位置づることが大切である。

視覚障害があって学ぶというこ

(1)学びの本質と視覚障害の影響

新しいことを学び認識の世界を拡げていくプロセスでは，子ども自身がみずから環境に働

きかけたか直接的に体験することが基盤となっている。つまり，視覚を含む五J惑を活用し

て外界の環境に能動的に働きかけるみずからの行為仁環境からのフィードパック(応答)

との相互作用の中に学びがあるといえよう。このことは警視覚樟害児とて同様である。

しかし視覚障害児は s 外界の環境を把握するという一次的なレベルで，様々な制約を受

けている。このため，特に発達初期の段階では認知や言語皐運動など面で遅れを示すが，適

切な働きかけによって早い時期にキャッチアップしていくというのが正しい理解である。

(2)指先を眼として学ぷs 見えにくい践で学ぷということ

2歳半や 4歳半の壁は2 視覚障害に適切な働きかけ(特別な教材や教授法といった学習環

境を準備すること)の重要性と難しさを示しているといえよう。

月など盲児には直接触れることのできない(経験できない)ものがあるし s 同様に弱

視児にも見えないものがある。蝕れられる(見える)からといって分かるとは限らない。た

とえばとても大きいもの，小さすぎるものには，視覚様害児が笑際に経験をすることのでい

ないものもある。

ro 
oo 



だからこそ，触れるものならば触った方がいい，見えるものなら見せてあげたい。常にそ

うした点に日を向けて，視覚障害児が直接経験できる環境を工夫していくことが，指先を眼

として学ぶ子どもたち，見えにくい限で学ぶ子どもたちの学びを支える基本である。視覚障

害児が視覚に障害のない子どもと同じように学ぶことができるように，それぞれにあった違

った学習環境を準備することが，公平に学びと発達を支援することに他ならない。

視覚障害乳幼児の早期教育における専門性

成長・発達のプロセスは，視覚障害乳幼児も晴限乳幼児も同様である。したがって，専門

性の恭礎としてまず健常乳幼児の発達についての基本的・実際的理解が必要である。 何時に

その成長・発達を支えるためには，指先をn艮として外界を知る子どもたち，見えにくい限で

外界を知る子どものたちに合わせて，晴li良児とは異なる特別な学習環境を整えることが大切

である。したがって，視覚障害と認知発達に関する深い理解も必要で、ある。

また，実際の幼稚部の教育や早期教育相談では，運動や認知，言語 対人関係といった発

達領域の客観的なアセスメントに基づいて，系統性のある指導を綿密に計画し展開すること

が必安であり 2 そうした評価法の技術も身につけていなければならない。さらに常に，仮説

ー検証の繰り返しの中で子どもの成長を確認していく姿勢が重要である。

保護者は，障害の告知から好余曲折を経て様々な思いを持ち，藁をもすがる思いで専門機

関の扉をたく。そうした保護者にとって わが子の確かな成長こそが希望をもって子育てを

していくための大きな支えである。盲学校が祝覚障害教育支援センターとして機能を呆たす

ためには，個々の教員の専門性を地道に高めていくことが重要である。
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